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吉岡 ピジ ン文化 としての カウァ ・バー

ピ ジ ン文 化 と して の カ ヴ ァ ・バ ー

ヴァヌアツにおけ る都市文化を巡 って

吉 岡 政 徳*

 The Kava Bar as "Pidgin  Culture": 

A Study on Urban Culture in Vanuatu

Masanori Yoshioka

ヴァヌアツの都市生活を語る上で,最 も独特な都市文化としての存在を主張

している事象がある。それが,都 市部で隆盛を極めているカヴァを飲ませる店,

すなわち,カ ヴァ ・バーである。本論では,ヴ ァヌアツの地方都市ルガンヴィ

ルにおけるカヴァ ・バーを題材に,カ ヴァ ・バーの様々な側面を論じるととも

に,そ れを通 して,メ ラネシア的な都市文化のあり方を抽出しようとしている。

着 目点は,人hの 都市観である。 ヴァヌアツの人々は,都 市には都市独 自のカ

ス トム(伝 統,慣 習)が なくそれぞれの島のカス トムが集まっているに過ぎな

いと考えると同時に,た と.x都 市生まれのものであっても,そ の都市に帰属す

るのではなくどこかの島に帰属 していなけれぽならないと考えている。 こうし

た人々の都市観は,都 市文化を トランジットで他者的なものと位置づけている

とい うことを示 している。本論ではそ うした点を踏まえて,メ ラネシアの都市

文化をクレオール文化とは異なる 「ピジン文化」という概念で把握する試みを

行っている。

   A remarkable feature of Vanuatu town is the existence of a kava bar 

in which kava can be bought. Although kava-drinking goes on in the 

rural area and is regarded as kastom (tradition or custom), the kava bar 

in the town is not considered as kastom. People think that the kava bar 

is a part of urban culture, unique to the life style of the town and 

opposed to the kastom of island. It is said that in the town there exist 

many kastoms from many islands, not mixed but juxtaposed, so that the 

town does not have its own kastom. In this paper, I will discuss several
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aspects of the kava bar on the basis of my field data in Luganville, a town 

in Espiritu Santo Island, and consider what Melanesian urban culture 

consists of, using the concept of Pidgin culture as a keyword.
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は じ め に

　 本論 の主題 であるカ ヴァ ・バーとは,ヴ ァヌアツ共和 国の都市部において見いだ さ

れ るカ ヴ ァを飲 ませ る店の こ とであ る。 カ ヴ ァとい うのは コシ ョウ科 の草本性灌 木

(Piper　methystieum)で,ポ リネ シア全域,メ ラネ シア と ミクロネシアの一部 では,

そ の根に含 まれる樹液 が飲用 の対象 とな ってい る。 カヴァはアルカ ロイ ド系の飲み物

で,麻 酔作 用 と沈静作用 を伴 うため,儀 礼な どの ときに行われ るカ ヴァの宴は,ア ル

コール類を飲 んで騒 ぐとい う姿 とは対照的に,き わめ て静か で落 ち着 いた雰囲気が特

徴 とな る。 その点は都市部に おけ るカヴ ァ ・J¥一 で も例外 では な くrそ れは 「ノ、一」

とい う言葉の もつ イメージ とは異な った様 相を呈 してい るといえる。

　 カヴ ァ ・バ ーは,別 名 カヴ ァ ・ナ カマル(kavaη σκα海の とも呼ぼれ る。ナ カマル

とい うのはaヴ ァヌアツで話 されて いるビス ラマ(ピ ジン語)で 集会所を指すが,そ

れは,現 在 もヴァヌア ツの村落行政の中枢を担 う集 会所 の ことで,か つては男 しか入

ることが許 され ていなか ったため,人 類学的文献 では メソズ ・ハ ウス と呼ばれて きた

ものであ る。村落 では,こ の ナカマルの中で カヴァを飲む ことが多いため,都 市部 に

おいて カヴ ァを飲 ませ る場所 も,カ ヴ ァ ・ナカマル と呼ばれ るよ うにな った。しか し,

ナ カマ ル とい う概念 が,「 伝統的 な」 もの と関連 してい ると捉 え られ てい るのに対 し

て,カ ヴ ァを飲 ませ る店は 「伝統的ではない」 とい う認識 を もつ人 々も多 く,そ うし
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た人 々は,カ ヴ ァ ・ナカマル では な くカヴ ァ ・パ ーとい う名称 の方が適当だ と考えて

いる。そ こで,こ の点は後に再び取 り上げ るが,と りあえず本論 では後者の名称,つ

ま り,カ ヴァ ・バ ーとい う名称を用い ることにす る。

　 さて,首 都 ポー トヴィラのカヴ ァ ・バ ーは,一 般 に,目 抜 き通 りか らわ き道に入 っ

て,さ らに奥 の方の住 宅地 に点在 してい る。つ ま り,カ ヴァ ・パ ーは,目 抜 き通 りに

面 しているわけではな く,ま た,飲 み屋街ない しは歓 楽街的 な ところに存在す るので

もな く,住 宅地 の中に散在 しているの であ る。そ してその建物 は,一 般 の住居,そ れ

も,ト タ ン張 りのあま り小綺麗 ではない住居の作 りを してい るところが 多いため,昼

間見 ると一 見して店 とは分 か らないこ とが多い。 しか し,夜 にな ると,入 り口の とこ

ろに ラソプが灯 るので,そ れが カ ヴァ ・バーであ ることが分 か るのである。 内部は,

薄 暗い照明を基本 とし,電 気 があるに もかかわ らずそれを用 いず に,ア ル コール ・ラ

ソプが1つ だけ カウンターに置かれ ているとい うところが多い。人 々は,コ コヤ シの

殻を半分 に割 った容器1杯100ヴ ァツ(1ヴ ァツ=0.9円 程 度),小 さな器で は50ヴ ァ

ツの カ ヴァを飲みに,毎 夕集 まるのである。

　 ヴァヌア ッで最初 に営業を開始 したのは,ポ ー トヴィラのマ ウソナ(Mauryの と呼

ぼれ るカ ヴァ ・パ ーで,1984年 の ことである。 このカ ヴァ ・パ ーは,筆 者 が しば しぼ

訪 れて きた ペ ンテ コス ト島北部,つ ま り,北 部 ラガの人 々が始 めた もので,筆 者 は

1985年 に このバ ーを訪れた ことがあ る。 そ こでは,知 った顔 の北部 ラガの人 々に よっ

て,村 落 におけ るもの と全 く同様のや り方 でカ ヴァが作 られ ていた のであ る。北部 ラ

ガ社 会では,ま ず,畑 か ら切 り出 されて きたカ ヴ ァの根 の大 きな固 ま りは,村 のナ カ

マル(集 会所:北 部 ラガの言葉で はガマ リgamali)の 中 に運ぼれ る。そ してそれを,

何 人かが分担 して3～4cm角 位 の大 きさに裁断 し,き れ いに水洗いす る。 カ ヴァの

作 り手は,各 自小 さ くなった カヴ ァの根を適量 自分 の脇 に置 いた カ ヴァ用 のプ レー ト

(bolin　malogu:maloguと は カ ヴァのこ と)に もって きて,根 の小片をい くつか左手

に もち,そ こに,右 手 に もったパ シシ(basici:正 式 にはbasisin〃talogu)と 呼 ばれる

先がギザギザにな った石を差 し込んで回転 させて カヴァの根 を少 しずつ潰 してい く。

潰 し終 え ると,そ こに少量 の水を混ぜ,プ レー トの上で丹念 に練 る。 それを ココヤシ

の繊維 に包 んで絞 り,コ コヤ シのカ ップ(laban　 maﾍogu)に 注 ぐ。 さらに,も う一度

繊維で濾 して出来上 が りである。この店 マ ウンナで も,北 部 ラガか らもってきた カヴ ァ

作 りの道 具一 式を用 いてカ ヴァが作 られていたのである1も

　 村落では,出 来上 が ると名前が呼ばれ,呼 ばれた者は静かに指定 され たカ ップの前

に行 って,飲 む。こうして順番 に人 々が飲んでい く。儀礼 の ときの宴をは じめ として,
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共 同作業の後な ど,様 々な機会 に カヴァの宴が行われ るが,そ れ らは基本的 に無料 で

ふ るまわれ るのであ る。 しか し,こ の店'7ウ ソナが村落 と異な るとすれ ば,そ れを現

金 で購入す る とい う点である。数人 の若者達は絶 えず新 しい カヴ ァの根 の小片 を石 で

少 しずつ潰 して注文に応 じられ る よ うに してお り,「100ヴ ァ ツのカ ヴァを2杯 」とい っ

た注文 を受け るとa潰 された カヴァの根 に水 を混ぜ て練 り,コ コヤシの繊維 で濾 して

カップに注 ぐのであ る。

　 マ ウンナ(北 部 ラガの言葉 で 「活 力」 「生命 力」 とい う意)は,当 初,北 部 ラガ出

身者2名 で創設 されたが,そ の うちの1人 は ビニ ヒ(Binihi:「 考 え る」「思考」 とい

う意)と い う名 の新たな カヴ ァ ・バーをポ ー トヴィラで開店 した。 マウンナはやが て

閉店す る ことにな ったが,ビ ニ ヒはその後 も順調 に営業を続け,現 在 も創業者 の経営

の もと,カ ヴァ ・バ ーの老舗 と して多 くの客 を集 めている。 カヴ ァ ・バ ーの創設 は北

部 ラガの人 々の手 に よるが,そ の後様 々な島の人 々がカ ヴァ ・バ ーの営業を開始 し,

そ の数 は,ヴ ァヌア ツの2つ の都市部,つ ま り,首 都 のポー トヴ ィラ と地方都市 ル ガ

ンヴ ィルで急速 に増加 してい ったのであ る。

　 ヴァヌアツがイギ リス とフラ ンスの共同統 治か ら脱 して独立 した のが,1980年 で あ

る。独立 当初 の混乱がす ぎた ころに,都 市部 で カヴァ ・パーが 出現 し始め,独 立後 の

国家の歩 み と歩調 を合わせ る ように して カヴ ァ ・バーは成長 してきた とい>xる 。その

ことか らrカ ヴァ ・バ ーを,ま さ しくナシ ョナル ・アイデ ンテ ィテ ィとの関連で考 え

るとい う論考 も登場 して きた(Lindstrom　 1993;Crowly　 1995)。 確 かに現象 的にはそ

うであ るが,し か し,カ ヴァ ・パ ーに カヴ ァを飲みに来 る人hは 国民 としてのアイデ

ソティテ ィを求めてや って くるの では な く,誰 か と話をす るため,そ して,楽 しく飲

むた めにや って くるのが現実 なのである(Young　 l996:63)2)。 そ して今や,ヴ ァヌア

ツの都市生活 を語 る上 で,カ ヴァ ・・ミーを抜 きに しては語 る ことが出来 ないほど,人

々の生活の中では一般化 し普及 してい る。 こ うした点を考,xれ ば,我 々は,そ れを ま

さ しく都市文化 としてまずは議論 の狙上に載せ る必要があろ う。

　 本論は,ヴ ァヌアツに見 られ る都市文化 と しての カヴ ァ ・バーを題材 に,メ ラネシ

ア的 な都市文 化のあ り方 を探 る ことを 目的 としてい る。議論 の舞台 となる都市は,ヴ ァ

ヌアツ北部の エスピ リトゥ ・サ ン ト島にあ るル ガンヴ ィル市であ る。 この町は,正 式

名称 はル ガンヴ ィルであ るが,一 般にサ ン トない しはサ ン ト・タウソと呼ばれてい る。

つ ま り,人 々の間ではサ ン トとい う名称で親 しまれてい るが,本 論では,サ ソ ト島(エ

ス ピリ トゥ ・サ ソ ト島の省略形)と の区別 を明確にす るためにル ガンヴ ィルを採用す

ることにす る。ル ガソヴィルには,ヴ ァヌアツの特に中部 か ら北部 にかけての島々の
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人 々が集 ま ってい るが,筆 者が継続 して通 っていた北部 ラガ社会(ペ ソテコス ト島北

部)の 人 々も多 く居住 してい る。 ヴァヌア ツで初 めてカ ヴァ ・バ ーを始めたのが北部

ラガの人 々であ るとい うことが象徴的に示 している ように,北 部 ラガの人 々は,サ ン

トに おい てもカ ヴァに関す る産業 に大 きなかかわ りを もってお り,カ ヴ ァ ・バ ーのあ

り方 に大 きな影響を与えている。 本論 では,北 部 ラガ出身者の都市生活 に関す る事例

を,多 く参照 してい る。

1　 ル ガ ソ ヴ ィルに お け る カ ヴ ァ ・バ ー

1.1　 ル ガ ソ ヴ ィル

　 ル ガンヴ ィルは,ヴ ァヌアツにおい ては首都ポ ー トヴィラに次 ぐ第二 の 「都市」 と

い うことにな るが,そ の人 口は11,000人 程 度(1999年)に す ぎず,一 般の通念にあ る

都市 とい う概 念か らは遠 い位置に ある。 しか しそれで も,ル ガ ンヴィルは ヴァヌアツ

においては,様 々な点 で村落部 とは異 なる都市部を形成 している。都市 ら しさの議論

で しば しぼ取 り上 げ られ る景観に関 していえば,ホ テル,病 院,官 庁舎,郵 便局,銀

行,教 会 な どの公共 の大型建造物があ り,西 洋建築 の ビルが集 まる目抜 き通 りを もち,

縦 横に走 る舗装 された道があ るな どr村 落の景観 とは異 なる ものを い くつ も数え上げ

ることが出来 る。 また,機 能的には,電 気,ガ ス,水 道が利用 でき,バ スや タ クシー

が走 り,現 金雇 用 に よる仕事 があ るな どの点 を数 え上 げ る ことが 出来 る(cf.内 田

1990:198;斉 藤 他1996:219)(写 真1)。 しか しなに よ り,人 口が11,000人 で あるに

もかかわ らず,総 人 ロが19万 人 とい うマイ クロステー ト・ヴァヌアツにおいては,そ

れ が人 々の意識 の中で 「タウン」として認識 され てお り,村 落部に居住す る人 々に とっ

ては異 な った空間,イ メージを もった ところ として意識 されて いるとい う点が,ル ガ

ソヴィルを ヴァヌアツにおけ る 「都市」 として成立 させてい るといえ よ う3)0

　 こ こがルガ ンヴィル と呼ぼれ るのは,も ともと現在のサ ソ ミッシェル(St.　 Michel)

地 区 にあた る場所が フランス人居 住者 に よってルガ ンヴィル と命名 されていた ことに

よる(図1)。 ヴ ァヌア ツは独 立前イ ギ リスとフラ ソスの共同統治領であ り,そ れ ぞ

れ の行政府 は各地に行政 局を もっていた。 このルガ ンヴィルには フランスの北部地 区

行政局があ り,そ の周 りには カ トリック教会,診 療所,木 賃宿があ ったが,そ れ以外

は ココヤシのプランテ ーシ ョソにす ぎなか った(Bonnemaison　 1981)。 この地域 が 「都

市」に変貌す るのは,太 平 洋戦争 の ときであ る。 ソロモ ソ諸島に展開す る 日本軍を迎
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写真1　 ル ガ ンヴ ィル 市 内

え撃つために,ア メ リカ軍 は この地 を基地 にす ることを決めたのであ る。1942年 か ら

ブ ッシュを切 り開いてキ ャンプの建設が始 まったが,そ れは10万 人 が居住 可能 な大規

模な もの であ った。南西サ ソ トー帯 に縦横 に道路が建設 され,ル ガンヴィルは,無 数

のか まぼ こ型宿舎,40以 上 の映画館,4つ の軍病院,5つ の飛行場を もつ壮大 なキ ャ

ンプ都市へ と変貌 したのであ る。1945年 ま での間に主 として アメ リカ軍 を中心 に50万

人が ここを訪れた といわれているが,太 平洋戦争が終わ るとアメ リカ軍 は引き揚げ,

道 路 とか まぼ こ型宿舎が残 された。 これ らは現在 でも町のあち らこち らに見 るこ とが

出来 る(Harcombe　 and　O'Byrne　 1995:220;Haberkorn　 1989:74)4}0

　 ル ガ ソヴィルは,平 地 と高台か らなってお り,戦 時中のキ ャンプ都市 は高台にある

シャピ(Sapi)地 区 の西方全体や さらに奥の方 まで広が っていたが,現 在の市街地 は

か な り縮小 された ものにな っている。高台 のシ ャピ地区は住宅地で,カ ヴァ ・バ ーの

最 も多い地区 でもあ る。平地 と高台の境 目には病院やサ ンマ州の行政府 があ り,こ の

あた り一帯 はサ ンー7プロヴィ ソス(SANMA　 Province)と 呼 ばれ ている。商業地は,

サ ラカタ(Sarakata)地 区 の海岸 沿い,そ してカナル(Canal　 de　Second)地 区 である。

カナル地 区は,い わゆ る高級住宅街で もあ り,海 岸に沿 って走 る目抜 き通 りか ら奥 に

入 る と,大 きな立派な家が並んでいる。 サ ラカタ地区 の場合 も,目 抜 き通 り沿 いには
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表1　 グレー ト・ルガソヴィルにおけるホームアイラン ド意識調査*

島 パ ー セ ンテ ー ジ(%)

サ ソF・ マ ロ 25.4

ペ ンテ コス ト 12.7

ア ソバ ェ ・マ ェ ウ オ 11.9

!ミ リー 一マ 11.6

ア ンプ リュム 11.4

バ ソ ク ス ・ ト レ ス 10.8

マ レ ク ラ 9.9

タ フ ェア 2.5

シ ェ パ ー ド 1.6
　 　 　 一
エ フ ァ ア 1.3

その他 0.9

1989年 実 施

Republic　 of　Vanuatu(1991:35)のTable　 12.6を

も とに著 者 作 成

スーパー,ホ テルなどが並んでいるが,少 し奥に入れぽもうそこは住宅地である。 し

か し,カ ナル地区とは対照的に,こ ちらは高級住宅街とい うわけにはいかない。西洋

建築の一般的な住宅からバラック作 りのものまで多様な住居が並んでいるが,こ の住

表2　 ルガソヴィルにおけるホームアイラソド意識調査*

島 人　　数 パ ーセ ンテ ー ジ(%)

ペ ン テ コス ト 523 15.5

サ ン ト ・マ ロ 466 13.8

ア ン ブ リュ ム 461 13.7

ノ0一 マ 443 13.2

ア ンバ エ 427 12.7

マ レク ラ 371 11.4

バ ン ク ス ・ ト レ ス 23b 7.0

シ ェ パ ー ド 91 2.7
　 　 　 　 一
エ フ ァ ア 79 2.4

タ ンナ 71 2.1

マ エ ウ オ 65 1.9

エ ビ 40 1.2

その他 93 z.s

ル ガ ン ヴ ィル 0 0

ポ ー ト ヴ ィ ラ 0 0

1989年 実 施

Bill(1995:298)のTable　 20を も とにi著者 作 成

原 資料 は計 算 ミス が 多 いた め,こ こで の 数 字,パ ーセ ンテ ー ジは あ くま で

も 目安 とす る。
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宅街 では 多 くの 人々が電灯を用 いずに夜 はアル コール ・ラ ンプで明か りを とってい

る。電気 と水道は料 金が高 い とい うことでは,新 聞 の風 刺漫画 に も登場す る くらい

で5),人 々 は,た とえ電線がひ いてあ って も,あ ま り使 お うとは しない しr現 実に,

サ ラカタの奥 では電線がひかれていない ところ も多い。 なﾘ,サ ソミッシェル までは

電線 がひかれ ているが,そ この人hは サ ラカタや カナルな どを タウンと呼び,サ ン ミッ

シェル とタ ウンは違 うとい う認識 を もってい る。

　 ルガ ンヴィルに居住す る人 々の出身構成 につ いては,表1と 表2が 参考にな る。 と

もにホームアイラソ ドに関す る意識調査 の結果 であるが,表1は,グ レー ト・ルガ ソ

ヴィルと呼ばれ る区域を対象に とられ た統計 で,そ れはル ガ ンヴ ィルの市街地 だけで

はな く内陸部 に15kmほ ど入 った地域 まで もそ の範 囲 とな って い る(Republic　 of

Vanuatu　 1991:35)。 ル ガンヴ ィルに出入 りす る人 々には,こ うした郊外 の人 々も当然

含まれ るため,タ ウソで活動す る人 々の出身 島の分布状況を知 る上では参考 になる。

これ に対 して表2は,ル ガ ンヴィル市 の 二 ・ヴァヌア ツ(ヴ ァヌアツ人)で16歳 以 上

を対象 と した ものであ る(Bil11995:298)。 これ らの意識調査か ら明らか なよ うに,郊

外 も含め ると地元 のエス ピ リトゥ ・サ ン ト島,マ ロ島が一 番多いが,市 街地 ではペ ン

図2　 カヴァ・バー用地における建物配置図
　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
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テコス ト島をホ ームアイ ラソ ドと考 えてい る人 々が最 も高い割合 を占めている ことが

分か る6)。

1.2　 カ ヴ ァ ・ナ カ マ ル,あ る い は カ ヴ ァ ・バ ー

　ル ガンヴィルにおけるカ ヴァ ・バ ーの開店は,首 都の ポー トヴィラに3年 遅れ ての

1987年 で あ る。ル ガソヴィル市役所 は,ポ ー トヴ ィラでの無 秩序 な カヴァ ・バーの氾

濫を見据%..て,カ ヴ ァ ・バ ー開設 にあた っては厳 しい建築規制を設け ることに した と

い う。その結果,カ ヴ ァ ・バ ーの建物上 の統一が実現 された。 ルガンヴィルでは,カ

ヴァ.iﾀ一 の立地す る土地におけ る建物配置か ら,建 物 の形,そ の内部仕様 まで指導

す る ことになってい る。 カヴ ァを飲 ませる建物 は切 り妻屋根を もつ大 きな建物 で}そ

の建物 の入 り口よ りのところに,ち ょっとした食べ物 を提供す る簡易店舗を設 置 し,

裏 の方 には,水 洗式 の トイ レ室を別棟で設置す る ことが義務付け られてい る(図2,

写 真2,3)。 カ ヴァを飲 ませ る建物は ナカマル と呼ばれ,そ の所有者 あるいは管理

者 の名前 をつけ て,誰 々のナカマル と呼ぼれ る。それ故,ル ガ ソヴィルでは カヴ ァ ・

ナカマル とい う名称 が,ポ ー トヴィラ と比べ ると比較 的一般 的に用 い られ,市 役所 の

書類に も,カ ヴァ ・パー とい う名称 と並んで カヴ ァ ・ナ カマル とい う名称 が用 いられ

写真2　 カヴァ・ナカマル(中 央)と 戸外ベンチ(左)と 食事売店(右)
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写 真3　 カ ヴ ァ ・ナ カ マル 内部

てい る。

　 カ ヴァ ・バ ーは,そ の所有者 が認 可料　!11ヴ ァ ツを支払 って登記を行 う。 それが

市役所 に記録 され,所 有者は毎年 ライセ ソス ・フィーを10,000ヴ ァツ,プ ロパ テ ィ ・

フ ィーを15,000ヴ ァツ支払 う義務を もつが,そ の カヴ ァ ・バ ーを誰に管理 させ よ うと

も,誰 に貸 そ うともかまわ ないことにな ってい る。事実,ル ガ ンヴィル のほ とん どの

カヴ ァ ・パーは,そ の経営者が賃 貸で場所 を借 りてい るのであ る。1997年 当 時の カヴ ァ

・バ ーの詳細 は
,表3に 記 して ある。1987年 に6軒 だ ったカ ヴァ ・・ミーは,10年 後 の

1997年 に は44軒 登 記 されて いる。ただ し,No.4は 所 有者 が変わ ってNo.llと して再

登記 されてい るため同 じカ ヴァ ・バ ーであ り,No.14とNo.26の パ ーは現在 は消滅

し,No.19とNo.24は 現在 休業体制に あるので,開 店 しているカ ヴァ ・バーの実数

は39軒 とい うこ とになる。 しか し,人 口1万 人程度 の ところで,こ の数は きわめて多

い とい うこ とになるだ ろ う。 また,そ れぞれ の位置が,地 図上(図1)に 番 号をつけ

て表示 してある。場所 としては,シ ャピ地 区に19軒(う ち2軒 が休業,1軒 が消滅),

サ ラカタ地 区に10件 と集中 してお り,後 者 の場合は,図iを 見れぽ分かる よ うに,そ

の うち4軒 は通 りをは さんでほぼ向かい合 って並 んでお り,(ポ ー トヴィラとは異な っ

て)い わば飲み屋街を形成 してい る。他 のサ ラカタ地区の カヴ ァ ・バ ーもその飲み屋
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街 の裏手 の道 に面 してあ るとい った具合に,決 して遠 くに立地す るわけ ではな く,人

々は何軒 もカ ヴァ ・バーを 「は しご」 して夜 を過 ごす のである。

　表3が 示 しているよ うに,登 記 されたカ ヴァ ・パ ーの所有者 の出身島を 見ると,圧

倒的 にペ ンテ コスF島 が多い。22軒 とい うのは,登 記 された全店舗の半数であ る。 こ

うした ペ ソテ コス ト出身者の優勢は,経 営の主体 である管理者,あ るいは賃貸者 に関

して も変わ らない。 ここでい う管理者 とい うのは,所 有者 に店 の管理を任 されてい る

場合 を指 し,賃 貸者 とい うのは,所 有者に賃貸料 を支払 って自 ら営業す るカヴ ァ ・バ ー

の経営 者 のことである。 人に よってはa「 周辺部 も含め ると,ル ガ ソヴィルの人 口の

40%は ペ ソテ コス ト出身者だ」 とい う認識を もっているが,現 実 には,表1,表2を

見れば分か る よ うに,せ いぜ い16%を 占め るにす ぎない。 それ に もかかわ らず カヴ ァ

・パ ーの所有 ・経営 に関 しては ,大 きな偏 りを見せ るのである。ペ ソテ コス ト島は,

大 きくは北部,中 部,南 部 と3つ の言語圏に分かれ るが,参 考 までに,表3で それぞ

れの言 語圏を示 してお く。ペ ンテ コス ト北部の人h,つ ま り,北 部 ラガの人hが,中

で も優位 に立 っている ことが分か るであろ う。

2　 イ ン フ ォ ー マ ル セ ク タ ー と し て の カ ヴ ァ ・パ ー

2.1　 カ ヴ ァ ・バ ー の営 業

　 カヴ ァ ・バ ー経 営にﾘ'け るペ ソテ コス ト出身者の偏 りは,実 は,カ ヴァの木の栽培

と密接な関連を もってい る。カ ヴァの木が生育するためには多量 の雨が必要 となるが,

ペ ンテ コス ト島は,ヴ ァヌア ツ全 土で も最 も雨量の多い ところの一 つであ り,そ の土

壌は カ ヴァの木の栽培に適 している といわれ ている。 ヴ ァヌアツ全体では,他 にエ ビ

島 とタ ソナ島 でカヴ ァの栽培 が盛 んだ といわれ ているが,そ の地理的 な条件 もあって,

ル ガ ンヴィル で消費 され るカヴ ァの多 くは,ペ ンテ コス ト島か らもた らされているの

である。近年,エ ス ピリ トゥ ・サ ン ト島で もカ ヴァの木の プラソテーシ ョンが大h的

に営 まれ てお り,や がては この島の カヴァが多数 を占め るだ ろ うといわれているが,

実 は,こ うしたプラ ンテーシ ョソでのカ ヴァの木栽培 の指導者 と して,や は りペ ンテ

コス ト島出身者が活躍 してい るとい う現実 が存在す るのであ る。

　北部 ラガは,ま さ しくカヴ ァの産地 としてルガ ンヴィルや さらには ポー トヴィラに

もカ ヴァの根 を出荷 している地域 であ る。 人hの 畑 には,自 ら消費す るための もの と

して必ず カ ヴァの木が植 えられてい るが,近 年 は,都 市部に 出荷す るために カヴァの
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表3　 ル 　ガ　ン　ヴ　ィ　ル 　の　カ　ヴ　ァ ・ パ ー

店 舗

(No.)
登記上の所有者の出身島 認可日時 場　所 現況 経営者の出身島 備　　考

1 エ ファテ 87.5.4 サ ラカタ 賃貸 パ ー マ

2 ア ンバエ 87.5.4 シヤ ピ 賃貸 アンバエ

3 ア ンバエ 87.5.4 シヤ ピ 賃貸 アンバエ
4 ペ ンテコス ト(中 部) 87.5.4 パ ー ム ス テ ー シ ョ ン 消滅 所 有 者 が 変 わ り、No.11と し て再 出 発 。

5 ア ンバエ 87.5.4 シヤ ピ 自営 アンバエ
6 ペ ンテコス ト(中 部) 87.7.2 サ ラカタ 賃貸 ペンテコス ト(中 部)

z ペ ンテコス ト(北 部) ii　 f　 f ナチュレル 自営 ペンテコス ト(北 部) 現所有者は同じ言語圏の別人。現所有者の自営。
8 ペ ンテコス ト(北 部) 89,9.29 シヤ ピ 賃貸? ペンテコス ト(北 部)
9 ハー フカス(混 血の意味) 90.3.14 レイ ディオステーション 管理 ペンテコス ト(南 部) 所有者の父母はフランス人とアンバヱ出身者。経営者は所有者

の娘の夫。

10 ペ ンテコス ト(中 部) 90.3.29 シヤ ピ 自営 ペンテコス ト(中 部)

11 ペ ンテコス ト(中 部) 90,4.28 ソル ウェイ 自営 ペンテコス ト(中 部)

12 ペ ンテコス ト(北 部) 90.10.17 サ ンミッシェル 賃貸 ペンテコス ト(北 部〉

13 中国 90.11.i6 BPボ ン 賃貸? ペンテコス ト(北 部)

14 ペ ンテコス ト(中 部) 90.11.16 シヤ ピ 消滅

15 ペ ンテコス ト(北 部) 91.2.1 シヤ ピ 賃貸 ペンテコス ト 〈北部〉

16 ペ ンテコス ト(北 部) 91.2.11 サ ラカタ 管理 ペンテコス ト(北 部)

17 ア ンバエ 91.4.4 サ ラカタ 賃貸 アンバエ 実際にはパーマの男が所有者で、その妻はアンバエ出身。

18 バ ンクス、アンバエなど 91.9.30 ソルウェイ 自営 各島出身の若者共同経営 バ ンク ス 、 マ レ ク ラ 、 パ ー マ な どの 出 身 者。

19 ペ ンテコス ト(中 部) sl.?.31 シヤ ピ 休業
20 タンナ 91.11.S

　 　 寺
マンコ 賃貸 工ロマンゴ 所有者がバンクス出身の女性と結婚。経営者 もバンクスの女性

と結婚している。

2� ペンテコス ト(北 部) 92.5.5 サ ラカタ 賃貸 ペンテコス ト(北 部)

22 ペ ンテコス ト(中 部) 92.9.10 ソルウェイ 賃貸 ペンテコス ト(中 部)

23 マ レクラ 92.1i.4 サラカタ 自営 マレクラ

24 ア ンバエ 93.1.2 シヤ ピ 休業

25 ペ ンテコス ト(北 部) 93.1.29 シヤ ピ 賃貸 アンバエ

26 バ ンクス 93.1.29
　 　 "
マンコ 消滅

27 ペ ンテコス ト(北 部) 93.6.18 シヤ ピ 自営 ペンテコス ト(北 部)

Z8 バ ンクス 93.6.18 シヤ ピ 賃貸 マレクラ i

29 マ ロ 94.3.2 シヤ ピ 賃貸 アンバエ　　　　　　　　I　 　　　　　　　　　 i

30 ペ ンテコス ト(北 部) 94.9.7 ナチュレル 自営 ペンテコス ト(北 部)

3� トンゴア 94.10.28 サ ラカタ 賃貸 ペンテコス ト(北 部)

32 エ ス ピ リ トゥ ・サ ン ト 94.12.1 シヤ ピ 自営 エ ス ピ リ トゥ ・サ ン ト

33 ペ ンテコス ト(北 部) 95.7.13 シヤ ピ 賃貸 ペンテコス ト(北 部)

34 ペ ンテコス ト(北 部) 95.9.25 サ ラカタ 管理 ペンテコス ト(北 部)　 1所有者の息子(ア ンバエ出身の妻との間の子)。

35 タ ンナ 96.2.6 サ ラカタ 賃貸 アンバエ　 　 　 　 　 1

36 ペ ンテコス ト(中 部) 96.5.7 シヤ ピ 賃貸 ペンテコス ト(北 部)　 1

37 バ ンクス 96.6.3 マンゴ 自営 バンクス

38 ペ ンテコス ト(北 部) 96.9.6 サ ンルイ 賃貸 ペンテコス ト(北 部)

39 マエ ウオ 96.9.17 カナル 自営 マエウオ

90 トンガリキ 96.iO.20 サ ラカタ 自営 トンガリキ

41 エ ス ピ リ トゥ ・サ ン ト 96.12. シヤ ピ 賃貸 アンバェ 所有者がアンバエの女性と結婚。

42 ペ ンテコス ト(北 部) 97.4.8 シヤ ピ 自営 ペンテコス ト(北 部)

93 ア ンプリュム ? ナチュレル 賃貸 マレクラ No.23の 所 有 者 の2軒 目の 店 。

44 ペ ンテコス ト(中 部) 97.6.4 シヤ ピ 自営 ペンテコス ト(中 部)



吉 岡　　ピジ ソ文化 と してのカウ ァ ・バー

木が多量に栽培 されている とい う。畑か ら切 り出された カヴ ァの根 は,袋 に詰め られ

て出荷 され る。 この袋は コブラを詰 める袋 と同 じものであ り,精 一杯詰 め込めぽ1袋

60kgほ ど になる。 カ ヴァの木の生産者はaカ ヴ ァの根1kg当 た り100な い しはllO

ヴ ァツで売却 す るが,こ れ には,畑 か ら切 り出 して きて船 に積 み込 むまでの労賃 も含

まれている。 これ らのカ ヴァの根 を詰めた袋 とともに,そ れ を販売す る者が船に同乗

す る場合 もある し,販 売す る者が町の側にいて,港 で引き渡 され ることもあ る。カヴァ

の根 の袋 は,1袋 当た り800～1,000ヴ ァ ツとい う料金 でル ガソヴィルに運ぼ れる。 こ

の運搬料 は,港 で カヴァを受 け取 る者が支払 う仕組 みにな っている。北部 ラガの カヴァ

の根 は,販 売者がサ ラカタ地区にあ るア ソグ リカ ソ教会(図1のC)の と ころで小売

りす ることが あるが,そ の場 合は,船 賃 と港か ら教会 までの運 搬料 を販売者 自らが支

払 うこ とになる。小売 り価格は,1kg当 た り300ヴ ァ ツであ る。 しか し一般 に,注 文

した カ ヴ ァの根 のル ガ ン ヴ ィル での価 格は,袋 単位 で購 入 す るな ら1kg当 た り

200～220ヴ ァツ,キ ロ売 りを希望す る場合は250～300ヴ ァツである。

　 カヴ ァ ・バ ーの経 営者 は,こ うした小売商か ら高値 で カヴァを購 入す ることもあ る

しr直 接港 で カヴァの根 を受け取 ることもあ る。前者 の場合は単価は高いが運搬料が

安い とい う。 ルガ ンヴィルでは タクシー代 りの トラックが市 内な ら150ヴ ァ ツほ どで

走るので,数 袋 のカ ヴァの根は少額 の運搬料 で自分 のカ ヴァ ・パ ーまで運 んで これ る

とい う。一方,港 で受け取 る場 合は カヴァの単価 は安 いが,船 の運搬料 と市内の運搬

料 を ともに支払 うことにな る。 また,エ ス ピ リトゥ ・サ ソ ト産の カヴ ァの根を購入す

る場 合 も,1kg当 た り200ヴ ァ ツだが,自 分 のカ ヴァ ・バ ーまでの輸送料 は,い くら

積 み込 んで も一律2,000ヴ ァ ツでの トラ ック輸送 にな るとい う。中 には,サ ン ト島 で

カヴ ァの木 のプランテーシ ョソを経営 しつつ,そ の カヴ ァの木を使 って カヴァ ・パ ー

を経営 してい る者 もいる。

　 さて,カ ヴァ ・バ ーの経営者はその多 くがナ カマルを賃貸 で借 りて いる。賃貸料 は,

月4,000～6,000ヴ ァツであ る。彼 らは,こ の賃貸料 を所有者 に支払 い さえすれ ば,経

営者 の届 け出 も,営 業許可料な どの支払 い もS管 轄の市役所に対 して行 う必要は ない。

従 って,知 らない間 に経営者が交代 している とい うこともある し,所 有者に賃貸料 を

支払 わないな どの理 由で,突 然,カ ヴ ァ ・バ ーに板 きれ を打 ち付け られて閉鎖 され る

こともある。

　 ほ とん どの カヴ ァ ・バーでは,従 業 員が雇われ てい る。1995年 に 行 なわ れたイ ン

フォーマルセ クターに関す る調査 では,ル ガ ソヴィルの16ヵ 所 の カヴァ ・バ ーで調査

が実 施 され,そ こで働 いてい る者50名 の うち,賃 労者 は44名 で,彼 らの平均年 収は
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表4　 1995年 のインフォーマルセクター調査による職業別給与*

仕　　事 給　　与
『

カ ヴ ァ ・パ ー従 業 員 月13,300ヴ ァ ッ

交易関係 月25,700ヴ ァ ツ

レス トラ ソ勤 務 月15,400ヴ ァ ツ

運送業 月40,000ヴ ァ ツ

*Republic　 of　Vanuatu(1995)のTable　 5を も とに 著 者

　作 成

159,388ヴ ァ ツ(月 平均13,000ヴ ァ ツ,表4)と 報 告 され てい る(Republic　 of　Vanuatu

1995:Table　 5)。1997年 現 在 では月約15,000ヴ ァ ツが相場 なので,状 況は多少好転 し

てい るといえ よう。表5は,比 較のために筆者 が得 た情報 に基づ いて他の労働賃金を

あげた ものであるが,ヤ シの プ ラソテーシ ョンでの労働 は,コ コヤシの外皮を剥 いで

中 の実 を袋 に詰め,1ト ン詰 め る と4,000ヴ ァツ とい う労働 である。人 に よっては2

週 間に4ト ソ詰 めた者 もいる とい うが,そ れ で も月額 にすれば32,000ヴ ァ ツである。

月50,000ヴ ァ ツのサ ラ リーを もらってい ると,「 あ いつは もらってい るぞ」 といわれ

る額 とな ることを考 える と,表 の最後の スーパ ーの店 員の給与 は破格で ある。

　 さて,カ ヴァ ・バ ーの収支例をあげてみ よ う。 出納帳 をつけ てい るわけではな く,

比較 的大 ざっぱ な計算に基づ いて経営 されているので,正 確 な数字が 出るわけではな

いがr推 測 も含め て,だ いたいの傾向な らば把握 できる。例 えば,地 の利か らか,あ

ま り繁 盛 して いない店No.34の 場 合,1日 で だいたい4分 の1袋 の カ ヴァの根 を消

費 し,売 り上 げが6,000～7,000ヴ ァツだ とい う。1杯100ヴ ァツな ので,延 べ60杯 か

ら70杯 とい う計 算 にな る。 通常 は売 れ残 るとい うことなので,完 売す れば7,000～

8,000ヴ ァツ くらいにはなるのだ ろ う。 この店 は所有者が 自分 の息子に経営 を任せ た

もので,こ の息子が1人 で営業 してい る。 従業員 への賃金や ナカマルの賃貸料な どを

支払 う必 要はな く,年 間25,000ヴ ァ ツの税 金(ラ イセ ソス ・フ ィー10,000ヴ ァ ツとプ

i寿5　 1997年o:・ の職 業 則給 写

仕　　　事 給　与 備　　　考

カ ヴ ァ ・バ ー従業 員 月15,㎜ ヴ ァツ 男:食 事付き

中国人の店で売り子 月lb,000ヴ ァツ 女

大手の会社員:肉 体労働(木 の伐採) 月12,000ヴ ァ ツ 男

大手の会社員:機 械の管理 月27,000ヴ ァ ツ 男

ヤ シ ・プ ラ ンテ ー シ ョン(コ ブ ラの切 り出 し) 月32,00艫� ァ ツ 男:住 居付き

ス ー,:一 店 員 月75,000ヴ ァ ッ 男=破 格の給与と自他ともに認ﾘる
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表6　 No.34の カ ヴ ァ ・バ ーの1日 の 収 支概 算

収　　　入 支　　　出

細　目 金　　額 備　　　考 細　目 金　　額 備　　　考

売り上げ 6,000ヴ ァ ツ 1/4袋 のカ ヴァの根 か カ ヴァの 3,000ヴ ァ ッ 1袋60kgと し,1日1/4袋

らカヴ ァを作 る。売 れ 根の代金 のカヴァの根を使用するとし

残 ることが多い。 て 。(200ヴ ァ ツ/kg×15　 kg)

運搬料 240ヴ ァ ッ 船賃(800ヴ ァツ÷4)

トラ ック(150ヴ ァ ツ ÷4)

税金 85ヴ ァ ッ 月25日 営業 として。

{25000ヴ ァツ÷300日}『
収入 計 　 !ilヴ ァ ツ 支 出計 3,325ヴ ァ ツ

ロパ テ ィ ・フィー15,000ヴ ァツ)を 納 めるだけで よい。彼 はペ ンテ コス ト南部か らカ

ヴァの根を仕入れてい るとい う。表6は,こ のカ ヴァ ・バ ーの大 ざっぱな収支 を示 し

ている7も

　 これ に対 して,大 規模 な経 営 と しては,No.23とNo.43の カ ヴ ァ ・バ ーを あげ る

ことが 出来 る。 この2つ の店 の経営者 は同一 人物 で,両 店を合わせ ると1日 に2袋 の

カヴァの根 を消費す るとい う。収支は,表7の よ うになる。 ここでは,こ の経 営者 が

従業員 に提供す る食事代が算出 されていない。 また,大 規模 に経 営を展開 しているた

め,賃 金以外 の必要経費 も額 が大 きい ことが予想 され る。 しか し,こ れ らの諸経費を

差 し引いた として も,こ の カヴ ァ ・バーの経営者 が破格 の高額 所得者であ ることは理

表7　 No.23とNo.43の カ ヴ ァ ・バ ー の1日 の収 支 概 算

収　　　入 支　　　出

細 目降 　額 備　　　考 細　目 金　　額 備　　　考

売り上げ 56,000ヴ ァ ッ 1/4袋 完売 して7000ヴ カヴァの 24,000ヴ ァッ 1袋60kgと し,1日2袋 の

アツとす る。2袋 消費 根の代金 カヴァの根を使用するとして。

す る。 (200ヴ ァツ/kgxl2�g)

(7㎜ ヴァツ×8) 運搬料 1,①00ヴ ァツ カ ヴ ァの根 をサ ン トか ら購

入。一度 に4袋 運ぶ として。

(2000ヴ ァツ÷2)

ナ カマル 240ヴ ァッ 2軒 の内1軒 は賃貸,他 の1

賃貸料 軒は所有。

(賃貸料月6㎜ ヴァツ÷25日)

税金 85ヴ ァ ッ (25000ヴ ァツ÷300日)

賃金 6,000ヴ ァ ツ 使用人1人 の賃金月　 IIIヴ

ア ツ,10人 使 用 。

(15000ヴ ァツx10人 ÷25日)

収 入 計 」56脚 ヴ・ツ 支 出 計 31,325ヴ ァツ
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解 され よ う。

2.2　 都市的な カヴァの味

　 ヴ ァヌアツで最初 のカ ヴァ ・バ ーであ るマウソナでは,村 落部 での もの と同 じ道具

を用いて カヴ ァを作 っていた と述べたが,や がて,そ のや り方 は変更 され ることに な

る。創始者 の一 人は,「 最初 はバ シシ(先 がギザ ギザ した石)で 手に もった根を細か

くしていたが,人 が多 くな って きたので,鉄 パイ プを使 って一度 に粉砕す る ように なっ

た。1杯 や2杯 飲むだけな らパ シシで少 しずつ潰すの もよいのだが」 とい う。ル ガ ン

ヴィルで も,基 本的に,鉄 の容器 に入れた多量の カヴ ァの根 をパイ プな どの硬い棒状

の ものを何度 も何度 も突 き刺 して潰すか,ミ ンチ製造機 を用 いて カヴァの根を潰す と

い うのが一般的であ る。村落部 でのや り方 と しては}ギ ザギザの石を用 いる とい うや

り方があ る一方で,マ レクラ島の ビッグナ ンバ スや タンナ島,あ るいは シェパー ド諸

島では カ ヴァの根を噛んで潰す とい う習慣が ある。 しか しビ ヅグナ ンパ ス出身 のあ る

カ ヴァ ・バ ー経営者は,「 石で少 しずつ潰 していて大勢 の者がや ってきた らど うす る。

疲れ て しま うじゃないか。多 くの人々にカヴ ァを供給で きない。噛 んでカ ヴァを潰す

とい うや り方で も,多 くの人 に供給 できないだ ろ う」 とい う。 さらに彼は 「マ レクラ

では噛ん でカヴ ァの根を潰す がrそ れ はタウソでは タブーだ。 噛んで潰 した り,石 を

使 って少 しずつ潰 すのはそれ ぞれ の島のものだ」 と説 明す るのである。

　 カ ヴァの根を噛んで潰 す とい う方法は,都 市部の カヴ ァ ・.;で は採用 された こ と

が ない。 その慣習 のあ る トソガ リキ 島出身 の経 営者は,「 サ ソ トでは多 くの連 中が

チ ューイ ングを嫌が っている。 だか らチ ューイ ソグで カヴ ァを作 らない」 とい う。そ

こで,ワ ータ(Ovata)に つ いて質問 してみ た。 ワータ とい うのは,チ ューイ ソグ用に

考案 された商品で,カ ヴァの根 を洗 った後 日陰乾燥 させ,小 片 に して適度 に束ねた も

のであ る。 シェパ ー ド諸 島の人 々はrこ の ワータを購 入 し,そ れ を直接噛 んで潰 し,

自分 の好みの量の水を加 えて飲む(白 川1998:100)。 この ワータならば,他 人がチ ュー

イ ソグした ものを飲む とい うことが ない ため,商 業用 としては用 いる ことが出来 るだ

ろ う。ところが この経営者は,「 ワータか らカヴァを作 るまで手問がかか るので,買 っ

て もす ぐに飲めない。 しか し機械(ミ ソチ製造機な ど)で 作 ったカ ヴァは,お 金を払

うとす ぐに飲め る」 と機械 に よるカ ヴァ製造を主張す るのであ る。 この ように,そ れ

ぞれ の島のや り方を持ち込 まず に,鉄 パイプや ミンチ製造機 な どでカ ヴァの根を細か

くす るとい う点でa都 市部 のカ ヴァ ・バ ーは一致 してい るといえるが,ど こ産 のど う

い う状態の カヴ ァの根 を用 いるのか とい う点にな ると,そ れはカ ヴァの味 とも関連 し
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て,様 々な相違を見せ ることにな る。

　 まず産地 としては,ペ ンテコス ト島,サ ン ト島,マ エ ウォ島,マ レクラ島 とい った

ところがあげ られ るが,ほ とん どの店ではペ ンテ コス ト産 のものを用いてお り,そ れ

は産 出量が多 い とい うことと同時に,適 度 な 「強 さ」を もってい るか らだ とい う。「強

い(strong)」 とい う表現は カヴ ァの味に関 して しぼ しば用い られ るが,そ れは 「喉越

し」 と 「効 き方」を基準に判断 され る。飲んだ とき適度 に喉 に引 っかか りがあ り,そ

の効 き方が強 いものを 「強い カヴ ァ」 と表現 するのである。 しか し,強 す ぎるのは良

くない。 カ ヴァの木 も7年 か ら10年 成 長 した ものは 「強す ぎる」 といわれ る。ル ガン

ヴ ィルで消費 され るカヴ ァの木の種 類は,全 て,ビ ス ラマで ボ ロンゴロ(borongoro)

と呼 ばれ る種類 のもので ある。7年 か らlO年 成長 したカ ヴァの木は イエ ロー ・ボロソ

ゴロと呼 ばれ てお り,村 落部では時 々この 「強す ぎる」 カ ヴァが出て くるが,飲 む段

階で咽せ て しま うほ ど飲みに くい。そ して この強す ぎるカ ヴァは1良 い カヴ ァだ とは

考 え られていない し,都 市部 でそ うした カヴ ァがパ ーで出て くる ことは ない。都市部

に流入 して くるものは,グ リー ン ・ボ ロンゴ ロと呼ばれる5年 ほ ど成長 した カヴ ァの

木の根 であ り,こ ち らは,適 度に 「強い」のであ る。

　 最 も流通 しているペ ソテ コス ト産に比べ ると,マ エ ウ ォ産 は もっと強 くて良い とい

う。 これは,許 容範 囲内でよ く効 くとい うことである。 しか し,ル ガ ソヴ ィルでは マ

エ ウ ォ出身者 の経営す るバ ーで しかそれが飲めない。一方,大 規模 なプ ランテーシ ョ

ソで カヴ ァの木 を栽培 して いるサ ン トではあ るが,サ ン ト産 のカ ヴァの木 はあ ま り評

判が良 くない。人 々がい うには,水 分が多す ぎて 「強 くない」 とい うのである。サ ン

トの プ ランテー シ ョンでの カヴ ァの木 の栽培 を見 た北部 ラガ出身者は,「 ラガでは カ

ヴ ァの木の茎 状部 を,二 節か三節 ご とに切 ってそれを植える。茎状部 が しっか りして

大 きなものが出来 る。 しか し,プ ランテーシ ョンでは一節 ごとに切 った(小 さい)も

のを植 えてい る。黒 いプラステ ィックの容器に土を入れ てそ こに植え る。根が 出ていっ

ぱいにな ると}袋 か ら出 して植 え替 える。 きっと,細 い根 しか出来 ない」 とい う。

　 次に,新 鮮な状態 か乾燥 させ た状態か とい う問題があ る。一般 には,新 鮮 なカ ヴァ

の根か ら作 るのが良い とされてい る。乾燥 させた カヴ ァの根は,「 くず」 とい う意識

で見 られ ることが多い。例>xば,最 も売 り上 げを誇 ってい るカヴ ァ ・バ ーで,他 の店

にはない20ヴ ァツ ・カ ヅプの カ ヴァが販売 されてい るが,「 あんなに安い のは,乾 燥

カヴ ァを使 ってい るか らだ 」 と悪 口の材料に用い られた りす るのである。 ほ とんどの

カ ヴァ ・バ ーでは,新 鮮な カヴァの根を購入 して くる と,そ れが乾燥 しない うちに消

費 しよ うとす る。 カ ヴァを作 る工程 は どの店 も一緒 である。毎 日カヴァの根 を1～2
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セ ンチ角 の大 きさj'YYt.切って,そ れを洗 った後,ミ ンチ製造機 などで潰 し,そ れに水を

加えて練 った後,絞 り出 して カヴ ァを準備する。 ただ,カ ヴァの根を適度な大 きさに

切 るときに,茎 状部 に近 い部分や細い毛根な どは除 く。 これ らは いおゆ る 「くず」な

のであ る。 しか しこれ らは捨て られ るのではない。 これ らの 「くず」 カヴ ァは,天 日

で乾 燥 させ られて カラカラの乾燥 カ ヴァとな り,工 場に売 られ るのであ る。ル ガソヴィ

ルでは粉状 にな った カヴ ァを作 る工場がサ エ トリヴァー地 区にあ る。「くず」 カヴ ァ

は ここで粉砕 され,粉 の状 態に して,「 パ ウダーカヴ ァ」 として土産物屋 な どに並ぶ

こ とにな るのであ る。 また,乾 燥 カ ヴァは ニ ューカ レ ドニアの ヌーメアにも出荷 され

ている とい う。 ヌーメアには ヴァヌア ツか らの移住者がい るが,彼 らの間でカ ヴァが

飲 まれてお り,サ ソミヅシ ェルの仲介者 がキ ロ当た り700ヴ ァ ツで買い上げて ヌーメ

アに輸 出す るとい うのであ る。

　乾燥 カ ヴァに対す るこ うした一般 的な見方 に対 して,そ れを カヴ ァ ・パ ーで用 いる

ことを良 しとす る経営者がい る。それが,ト ンガ リキ出身の経営者であ る。彼 は,カ

ヴァの根 を入れた袋を 日陰に数 日置いてお くと,根 の表面の皮に織が出来て くるとい

う。 この状態 にな った根を用いて,彼 の店では カヴァに して客に 出す。なぜそ うす る

のか とい うと,そ うした状態の根か ら作 った カヴァは甘 いか らだ とい うのであ る。 ト

ソガ リキな どシェパー ド諸 島で飲 まれて いるカヴ ァは,甘 いとい う特徴 を もっている。

そ して この経 営者 は,自 分 の出身 の島で の 「味」を都市部 のカ ヴァ ・パ ーで再現 しよ

うと してい るのである。 カ ヴァの甘 さに関 して,シ ェパ ー ド諸 島の トンゴア島では,

口の中でチ ューイ ングするか ら唾液 と混 ざって甘 くな るとい う理 由が あげ られてい る

(白川1998:99)。 しか し,ビ ッグナ ソバスの 出身者 にいわせ る と,同 じチ ューイ ン

グを行 うビッグナ ソバスのカ ヴ ァは甘 くはない とい う。 また,単 に乾燥 させ るだけ で

甘 くなる とい う意 見を しぼ しば耳にするが,何 人 もの人 々がい うよ うに,乾 燥 させ て

それ を粉 に したパ ウダーカヴ ァは,確 かに甘 くはないので ある。結局甘 さの秘訣 は,

トンガ リキの経営者がい うよ うに,日 陰干 しにあるわけ であ り,甘 いカヴ ァを作 ろ う

と思 っていない他 のカ ヴァ ・バ ー経営者の場 合で も,在 庫がた まって 日陰で 自然 に乾

燥 した場合 には,予 期せぬ形で甘みを もった カヴァが出来上が ることもあるのだ。 そ

れ故,甘 い カヴァは,「 残 り物」,「古い もの」,あ るいは既 に述べた よ うに 「くず」 カ

ヴ ァに よって生み 出 され る と考え るタウ ソの人 々の認識 は,あ なが ち間違 ってい るわ

けで もない。 この トソガ リキのナカマルに カヴ ァを飲みに来 る人hは,甘 いのは この

よ うな乾燥 カ ヴ ァを用いてい るか らだ とい うことを よく知 ってい る。 そ して,「 この

店は タウソで一番 甘い」 とい う認識 ももってい る。そ して,店 の立地 している場所 も
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問題 だろ うが,客 は少 ない のであ る。

　甘い味の カヴァは,ほ とん どの タウン住 民に とっておい しい とは思われていない,

とい う評価 が多 くのカ ヴァ ・パー経営者の間に共通 して見られ る。 タウンで最 も繁 盛

してい る店の経営者 は,「 ほ とん どの連 中は,甘 い カヴ ァを欲 しない。甘 いカ ヴ ァは

胃をか き回すか ら。もし私の店 で甘 い ものを作 った ら,人 々が こないだろ う」とい う。

では ど うい う味 が良いのか とい えば,彼 は 「まるで水 の ようにす っと喉に入 り,し か

ししぼ ら くす る と効 いて くる,強 い カヴ ァ」がおい しいのだ とい う。 同 じこ とは別の

経営者か らも聞 いた。つ ま り,「 甘 くな く苦 くな く,水 の よ うで しか も強 いカ ヴ ァが

良い」 とい うのだ。 この経営者は,根 の皮 の部分 が苦 みを出す とい う。 カヴ ァを作 る

場合,根 を小 片に した ら,ま ずその根の皮をナイ フで剥 ぐ。 どの程度皮を剥 ぐか とい

うことで,カ ヴ ァの味わ いが変わ るが,村 落ではそんなに丹念 に皮 を取 り除かない。

しか しタウソでは,ど のカヴ ァ ・バ ーで も皮を きれいに取 り除 くとい う。そ うす るこ

とに よって,水 の ような喉越 しのカヴ ァが出来上 がるのだ とい うのだ。 この水の よ う

な喉越 しの カヴァは,当 然,村 落部 で作 られて いるカヴ ァとは異 なる都市独 自の カヴ ァ

の味なのであ る。

　 こ うした一 般的な考 え方 に対 して,ト ソガ リキの経営者 はあ くまでも反対す る。「水

の よ うなカ ヴァが良いだ って?だ か ら,彼 らは青 白い顔 を しているんだ」 と吐 き捨

て るよ うにい ったのが印象的 だった。 しか し,自 らの出身 島の味 を堅持 しようとす る

彼の意見は,き わ めて少数派 の意 見な のであ る。それぞれの島にはそれぞれの島独 自

の味があ るだろ うが,そ れ らを越 えて,村 落部ほ ど満足 とはいかないが,ど の島の人

々もそ こそ こ満足す る味 として生み 出され たのが,「 水 の ような喉 越 しの カ ヴァ」な

の であ る。経営者 自らがい うよ うに,「 強 くな く弱 くな く」 とい う水加減が重要なの

であ る。 もちろん,客 の側 か らいわせ ると,口 をそ ろえて,カ ヴ ァ ・バーのカ ヴァは

村落のそれに比べ ると 「弱い」,「水がた くさん入 りす ぎてい る」 とい う。 これはその

通 りで,経 営者 の側 も,「 カ ヴァ ・バ ーの カヴ ァは 島のカ ヴ ァとは違 う。お金がか ら

む。だか ら水をた くさん入れ る」 こ とを認めてい るのであ る。経営 を成 り立たせ るた

めに,ぎ りぎ りまで水増 ししたカ ヴァを作 るわけで,村 落部 の よ うな個性 のある強烈

に強 いカヴ ァを作 ることは出来 ない。 こうした制約の もと,出 来 るだけ大勢 の人hを

満足 させ るために 「多 い水」を逆手 に とって到達 したのが,「 水の よ うな喉越 し」 と

い うこ となのであ る。
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3　 タウン生活

3.1村 落 と タ ウ ン

　ルガ ソヴ ィル とポ ー トヴ ィラは よく比 較 され,多 くの場合前者 に軍配が あが る。

「ヴィラ(ポ ー トヴ ィラの略)は 車,騒 音,人 が多す ぎる」 とい う意見や,「 ヴ ィラ

は全 てが早い。時間が重要。 サ ソ ト(ル ガ ンヴィルの通称)は 時間に価値 を置 いてい

ないかのよ うだ。時間にル ーズ。 ゆ っく り流れ る」 とい う意見 も聞かれるが,ル ガ ソ

ヴ ィルが ヴ ィラよ り良い とされ る大 きな理 由は,「 大 きな タウンは何で も金,金 …で

良 くない。 しか し,サ ン トは違 う。別 に働 かな くて もよい」 とい う意 見に示 され てい

る ようにr金 がな くて も何 とか生 活で きるとい うことにある。村落 と都市の対比 の中

で,し ぼ しぼ耳 にす る 「都市 よ りも村 の方 が良い。都市は何 でも買わねぽな らない」

とい う考 えがその背景にあ ることは確 かで,大 きなタ ウソよ り小 さな タウソ,小 さな

タウンよ り村落 とい う序列 が,「 金は悪 である」 とい う視点を軸に形成 され ている と

いえる。 それ と同時 に,ル ガソヴ ィルは 「働 かな くて も生活 できる」 とい う点で評価

されているのだが,こ の 「働か な くて もよい」 とい うのは実際に働か ない とい うこと

ではな く,大 きくは二つ の意味が込め られてい る。

　一つはル ガ ソヴィルの方 が物価 が安い とい うこ とである。 「ヴ ィラは高い。稼 ぎが

低い と生活で きない」 とい うこ との裏返 しが,ル ガンヴィルに適用 され る。稼 ぎが低

くて も生活 で きるのだ。 「ヴィラは何 で も高い。例 えば マーケ ッ トでバス ケ ッ ト1杯

の ヤムが ヴィラでは800ヴ ァツ もす るのに,サ ン トでは400ヴ ァツだ」。 だか ら,あ く

せ く働か な くて も大 丈夫 とい うことで ある。「働かな くて も よい」 とい うことの も う

一つの意味は
,躍 起になって定職を見つけな くて も,臨 時雇 い状態 で も何 とか 自活で

きるとい うことであ る。定職 を もた ないけれ ど出来 る自活。 それ を可能 に してい るの

が農業 なのであ る。

　 ルガ ンヴ ィルでは,ポ ー トヴィラと比べ ると 「農耕す る都 市住 民」 が 目立つ といえ

る(cf.松 田1996:50)。 人 々はポー トヴィラと比較 して,ル ガ ンヴィルには土地が豊

富 にあ るとい う。そ して,農 地 での産物 を売 った りせずに 自分で食べ るだけな ら,土

地 の所有者か ら無料で借 りる ことが出来 る とい うのであ る。 ただ しそ うした土地は市

街地か ら離れてい るため,タ ウン内の住居か らかな り距離があ ることも多 く,交 通費

が かか って しま うとい う難点は存在す る。 内陸部 に15km以 上 も入 った ところに畑

を無償 で借 りて いる男は,自 分の妻 の父方 オ・ミが もってい る土地 を借 りて農耕 を して
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いるとい う。タクシーだ と片道2,500ヴ ァツもかか る ところだが,ミ ッシ ョンの トラ ヅ

クに乗せ て もらって500ヴ ァ ツ位 のお礼をす るとい う。一方,市 街 地か ら離れ て牛活

して いる者は,居 住地 のそばで農耕す る ことが可能 とな る。空 港の近 くで家 を構 えて

いるある男は,そ の家の土地 の所 有者 の土地を無償で畑 として借 りているのである。

　 これ らに対 して,産 物 を売 るために農耕す る場 合は,借 地料は有料 となる。 しか し,

年 間5,000ヴ ァツも出せ ぽ畑地 を借 りるこ とが出来 るとい う。 こう して タウ ンの'7一

ケ ッ トで産物を売 る人 々も多 くい る。 さらに,パ ームステーシ ョソ地区に居住 してい

るある男 は,そ ぼの空 き地を勝手 に許可 な く畑 に して作物を作 ってい るとい う。空 き

地 はパームステーシ ョソか らソル ウェイ地 区にかけ て多数広が ってい るが,公 有地 で

あ り,役 所 がそれ らの土地に何かを建 て るとか何か に用 いよ うとす る ときには立ち退

き命令 を出す のでそれ に従 うが,そ れ までは 自分 の畑 として使 うとい う。 もちろん非

合法ではあ るが,そ れがQめ られ ることもな く,こ うした空 き地が何かの 目的に使用

されるため立 ち退 き命令が 出され ることも頻繁 ではな く,農 耕を続け ることが出来 る

のであ る。

　 ところで,都 市部 ではSPR(エ ス ピーアール)と 呼ばれ る人 々が 多 く生活 を送 っ

てい る。SPRと い うのは ビスラ7で い うStap　 long　Pablik　Rod(文 字 通 りには,公

道でたたずむ とい う意 味)の 頭文字を合わせ たもので,「 職が な く,ぶ らぶ ら してい

て,居 候 の生活を している者」 とい う意味であ る。彼 らは仕事 がないので,現 実に,

日中か ら公道をぶ らぶ らと うろついてい る。 ヴ ァヌア ツの場 合 こ うしたSPRが,そ

のまま 「浮浪 者」や 「物乞 い」 な どの範疇に当 ては まるわけではな い。SPRの ほ と

んどは,村 落か ら都市に物 見遊 山に出かけ てきてその まま都市 に居 着いた人 々,あ る

いは,職 を求めて都市にや って きたが職が な くぶ らぶ らしてい る人hで あ り,彼 らは

現在の ところ,都 市で職 を もち生活 している 「身寄 り」に寄 生 して生活 を続け る こと

が出来 てい る。そ して,そ れが不可能 にな った り,都 市に飽 きた ら村 落に帰 ることも

出来 る。村落に帰れぽ,自 らの親 族集 団の土地 で農耕が可能 であ り,自 活 した生活 が

続 け られ るのであ る。

　 ポ ー トヴ ィラで町を ぶらつ いている連 中に,「 何 の仕事を してい るのか」 と質 問す

ると 「仕事 は していない」 とか 「仕事はな い」 とい う回答ではな く,「SPRだ 」 とい

う答えが返 って くる ことがあ る。SPRは,あ たか も 「無職 の居候」 とい う 「職業 」

であるか の ような扱 いを受けてい るわけだが,彼 らは,現 実 に 「自活 できな くて居候

を してい る」人 々なのである。 ところが,ル ガ ソヴィルにおけ るSPRは そ れ とは少

し異 な っている。 とい うのは,サ ン トでは,畑 を無償 で借 りて農耕を し自活 してい る
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人々も,自 らをSPRと 位置づけるのである。つまり 「借 りた農地での農耕による自

給 自足」は 「職業」とは考えられていないのである。職業とは考えられていないため,

居候をしていなくても,寄 生 していなくても,SPRと いう範疇で捉>xら れることに

なるのである。ルガンヴィルはポー トヴィラに比べるとより 「農耕をする都市」であ

り,定 職をもたない人の中で,寄 生せずに生計を立てることが出来る人々の割合が比

較的多いが,現 金を稼 ぐことのないこうした自給自足の生活戦術は,都 市の仕事 とは

考えられていないということなのである。

　 ポー トヴィラとの対比においては,村 落に近いと位置づけられているようなルガン

ヴィルではあるが,ル ガンヴィル自身村落 と対比されると,や は り,ポ ートヴィラに

対するものと同様の違いが強調されることになる。例えぽ,ル ガソヴィルとの対比で

ポー トヴィラは 「何でも金が必要。ルガンヴィルでは金がな くても暮 らせる」といわ

れるが,も ちろんルガソヴィルでも現金は必要で,自給 自足の農耕生活をするとはいっ

ても,臨 時雇いなどで現金収入を得なければ生活 していくのは難 しい。自給自足が可

能で何の努力もしなくても農地が割 り当てられる村落から見れぽ,ル ガソヴィルは何

でも金で買わねぽならないところであ り,自 由に農耕が出来ない土地のないところ,

ということになるのである。

　 もちろんこうした評価は,村 落(ピ ジソ語の言い方 「島」の方が一般的)に 基盤を

置きながらルガンヴィルに一時的にやってきた人,移 住第一世代,ル ガソヴィルで生

まれた人などの間で完全に一致するわけではない。そして,都 市生活を批判 し村落生

活を賞賛するという二項対立的図式は,村 落に基盤を置 く生活が長ければ長いほど強

固なものになるといえる。 しかし,た とえ個人的に都市生活を享受していても,そ れ

を楽 しんでいても,評 価をするとなると,都 市生活に低い評価を与え村落に高い評価

を与えるとい うパターソは共通して見いだせるといえる。村落生活を賞賛する移住第

一世代のある男に,「そんなに村落がいいならなぜルガソヴィルで生活している」 と

質問すると,「(村 落そのものではなく,そ こにいる力をもっている)特 定の親族個人

との関係が好ましくないから」 という答えが返ってきた。村落への批判点は生活全般

ではな く個人に帰せられるのである。また,ル ガソヴィル生まれで,既 にピジソ語を

母語 とし,村 落(島)で の生活を体験 したことのない者でさえ,自 らのアイデソティ

ティを都市ではなく村落に設定するという点で,上 記の二項対立的な図式を踏襲 して

いるといえるのである。 この点は3.3で 詳 しく論 じる。
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3.2北 部 ラガ出身者の居住区 とカヴァの宴

　 ルガ ソヴィルでは,ポ ー トヴ ィラと比べ ると同 じ島出身 の者 が集 ま って居住す る傾

向が よ り強 い。人 々もそれを認識 していて,ペ プシ地 区にはパーマ島の連中や タンナ

島の連 中が居住地を作 っていて,マ ンゴ地 区はバ ンクス諸 島出身者 の居住地だ とい う

ような見方 を している。 また,サ ラカタ地 区のア ソグ リカ ン教会の周辺にはペ ソテ コ

ス ト島出身者が集 まるとい うことも人 々は よく知 っている。 こ うした棲み分けは,全

ての島の人 々に適用で きるわけ では ないが,「 ヴィラに比べ ると,そ れ ぞれ の島の者

が 固まって いるので,相 互の意志疎通が うまくいかな い。あ る島の連中が別 の島の連

中を傷つけた とす ると,後 者 は前者 に復讐 を した りす る」 とい った意見が聞かれ た り

す るのであ る。 こ うした島 ごとの まとま りが よ り強い とい うことと,ル ガ ソヴィルに

おけ るチーフ評議会がポ ー トヴィラのそれ よ りも機能 してい るとい うこととは関連 し

て いるといえ る。

　 ヴ ァヌアツには,首 都 に全 国チーフ評議会 とい うものが置かれていて,各 地か ら選

出 された代表者 達が首都 に集 ま り,ヴ ァヌアツ全体の伝 統や生活に関す る議題 を取 り

上げ議論 してい る。 この評議会 の メンバ ーは,そ れぞれの地域 の伝統的手続 きに従 っ

て リーダー(ビ ス ラマでチー フと呼ばれ る)と な った人 々の代表達 である。下部組織

としては,島 チー フ評議会や さらに下位の地方チ ーフ評議会,村 チーフ評議会 などを

もっているが,都 市部 においても同様に,チ ーフ評議会 を配置 しているのであ る。ル

ガンヴィルにおける組織 は,ル ガ ンヴ ィル島民チ ーフ評 議会(Luganville　 Man　 Island

Council　 of　Chiefs)と 呼 ぽれてお り,各 島の出身者は,そ れぞれの代表を この評議会

に送 り込 んでいる。 ペ ンテコス ト出身者か らは2名 の代表,す なわ ち,2名 のチ ーフ

が この評議会 に送 り込 まれ る。

　都市部 におけ るチーフは,必 ず しも伝統 的な手続 きを経 る必要 はない よ うであ る。

とい うのは,都 市生活者の中で,村 落部 で見 られ る伝統的 な手続 きを経て リーダーに

な った者が いるこ との方が少ないか らである。例 えば,現 在ペ ンテコス トの代表 の一

人 とな っている北部 ラガ出身の人物を例 に とろ う。北部 ラガには位階階梯制があ り,

支 払 いなどをす ることに よって階梯を上 り,最 上階梯に到達 した者だけがチ ーフと呼

ばれ る ことにな る8)0し か し,彼 は,ま だチ ーフの階梯 の一つ 前の段階に いるた め,

北 部 ラガ社会ではチ ーフとは呼ばれ ない。それに もかかわ らず,ル ガ ンヴィルにおけ

るペ ンテコス トのチ ーフとして選 出され ている。選出 とい って も,ペ ンテ コス トの場

合は島チ ーフ評議会の方か ら指 名 して くるとい うが,こ のチ ーフの場合は,か つ てポ
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リス として活躍 していた経験 があ り,他 の島の 人々 ともめ事が 生 じた ときに うま く

や って くれる とい う期待が もたれてい るとい う。

　 さて,同 じ島の出身者が集 まるとい う状況を反映 して,北 部 ラガの人 々も居住地を

作 っている。彼 らはペ ンテコス トとい う単位で行動 す ることも多いが,北 部 ラガ とい

う同一言 語圏での結束 力は こ とさら強 く,住 居 の まとま りも,こ の言語圏単位 での も

のを構成 している。 ルガ ソヴ ィルには北部 ラガの人 々の居住地 が3つ あ るとい う。 そ

れ らは,ロ ル タソガーラ(Loltagara),ラ フ シヴ ァ トゥ(Lavusivatu),そ して ロル シャ

ピ(Lolsapi)と 呼 ぼれてい る。最後 のRILシ ャ ピとは シ ャピ地区 の ことで,確 かに北

部 ラガ出身者が多数居住 しているが,シ ャピ全体が北部 ラガの人 々の占有居住地 とい

うわけではない。 これに対 して,ロ ルタソガーラ(図1のA)と ラ フシヴ ァ トゥ(図

1のB)は,と もに,北 部 ラガの言葉で ウテ ・ガイ トゥヴォア(ute　 gaituvwの と呼 ば

れてい る。 ウテ ・ガイ トゥヴォア とい うのは 「一つ の場所」 とい う意味で,北 部 ラガ

の人 々が ま とま って一つ の ところに居 住 して いる とい うことを表 してい る。 ラフシ

ヴァ トゥとい うのは 「岩のあ る丘 陵で」 とい う意味 のラガ語であ る し,ロ ル タンガー

ラは,「 新 しい土地 で」 とい う意味 のラガ語なのであ る。村落部(島)か らル ガンヴィ

ルにや って くる人 々は,そ れぞれ 自分の近 しい親族 のいるところに寄宿す るが,ラ フ

シヴァ トゥと ロル タンガーラは,北 部 ラガの人hの 占める割合が多 いため,い つ も,

誰 かが北部 ラガか らの短期の訪問者 を抱 え込 む ことになる。従 って,日hの 生活 では,

これ らの地区 に定住 してい る人hの 割合以上 に多 くの北部 ラガ出身者が生活す ること

にな る。そ うなる と,こ れ らの地区は,ま さしく都市 における北部 ラガ社会 の飛び地

とい う姿を呈す るこ とになるのであ る9)0居 住 地 では鶏や豚 まで飼われ ていて,そ の

有様 は村落そ のものであ る。

　北部 ラガでは,そ れぞれの村落がナ カマルを もっている。 ナカマル とい うのは,必

ず しも建物 を意味す るわけではない。人 々が集会や カヴ ァを飲 む場 として用 いるオー

プソ ・スペース もナカマル と呼ばれ ることがあ る。 しか し北部 ラガでは,そ れ ぞれ の

村 落は基本 的に集会所 として の建物を もってお り,そ の中には石蒸 し料理 をす るため

の地炉 が掘 られ,カ ヴァを作 るための道具一式や,場 合に よっては,ダ ソスな どに用

い られ るス リッ ト ・ゴング(割 れ 目太鼓)な ども置かれてい る。ルガ ソヴィルにおけ

る居住 地で も,同 じよ うに,ナ カマルが設け られてい る。ラフシヴァ トゥにお いては,

太 平洋戦争 時のア メ リカ軍 のか まぼ こ型宿舎を利用 してお り,ロ ル タソガ ーラにおい

ては,恒 久的な建物 を建 てない とい う条件 で,公 有地に柱を立て雨 よけ用の屋根 を設

けただけの場 所を設定 し,地 面 には石蒸 し料理用 の地炉を2つ 掘 って,ナ カマル とし
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て利用 してい る。居住地の人 々は,客 がある とき,結 婚式な ど様 々な機会に会食 とカ

ヴァの宴を催すが,こ のナ カマルを利用 してそれ を行 うので ある。

　 こ うした居住地におけ るカヴ ァの宴 は,忠 実 に村落 におけ るカ ヴァの宴を模倣 しよ

うと してい るが うま くいかない とい う点で,興 味深い もの であ る。 ラフシヴァ トゥで

行われた カヴ ァの宴では,ナ カマルの前 の広場が カ ヴァの宴の場 とな ったが,こ れ は

村落部 でもままあ ることで,ナ カマルの中,あ るいは,そ の前部 の広場が カヴァの宴

の舞台 となる(写 真4)。

　 カ ヴァの根は,畑 か ら切 り出 されて くるのではな く,主 と して カヴ ァ ・バ ーか ら購

入 されて くる。 しか し面 白いのは,出 来上 が った カ ヴァを購入 して くるのではな く,

カ ヴァの根 の固 ま りを購入 して くるとい うことである。普段 の生活 にお いては,人h

は カ ヴァを飲みた いと思 った ときに,カ ヴ ァ ・バーで出来上が った カヴ ァを購 入 して

きて,居 住地でみん なで飲む とい うことは よく行 われ る。 しか し,来 客な どの折 に行

われ るカ ヴァの宴は,出 来 るだけ村落のそれに近 い形 を再現 しよ うとす るのであ る。

購入 され てきた カ ヴァの根の固 ま りは,村 落の場合 と同様,小 さ く裁断 され,そ れ ら

はバ シシを用 いて潰 されてい く。そ して カヴ ァ用 の プ レー トで練 られて,コ コヤシの

カップに注 がれ る。 その工程は,村 落におけ るそれ と寸分違わ ない。

写 真4　 ラ フ シ ヴ ァ トゥで の カ ヴ ァの宴
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　村落部では通常,数 人の男達が円形になってカヴァを作る。出来上がると,そ の宴

の主賓の名前が一番最初に呼ばれて,指 定されたカヴァの作 り手のところへ行 く。そ

ぼに寄ると,カ ップにカヴァが注がれる。主賓はそれを一気に飲み,も との場所に戻

る。それが終わると次hと 男達が指名され,順 番に飲んでいく。こうしたや り方がラ

フシヴァトゥでも再現されたのだが,こ のカヴァの宴では,2名 の人物の名前が指名

され,カ ップに注がれたカヴァを同時に一気に飲むように促された。北部 ラガ社会は,

母系の半族組織をもった社会で,そ れぞれの半族のためにカップを2つ 用意し,そ れ

ぞれの半族の者がそれぞれを飲むという形態が出来ている。最も儀礼的なカヴァの宴

では,最 初のカヴァを別hの 半族の者が同時に飲むとい う演出が行われる。しかし,

各半族の者が同時にカヴァを飲むとい うことは,村 落部のカヴァの宴でもなかなか実

施されていない。にもかかわらず,都 市部でのカヴァの宴でそれを再現しようとす る

のである。

　最初に飲む人物に対する扱いは,カ ヴァの宴の中でも最も儀礼的なや り方をとる。

これは村落部でも都市部でも変わらない。名前が呼ばれると述べたが,そ の名前 とい

うのは,人 々のもつ豚名である。豚名 というのは,位 階階梯制の中で獲得 されるもの

で,階 梯を上るために豚を殺さねばならないが,こ うして豚を殺す度に,階 梯にちな

んだ名前をつけてもらうのである。これが豚名で,カ ヴァを飲むときに呼ぽれる名前

は,キ リス ト教徒である彼らのクリスチャン名ではないのである。村落部では,こ う

したことはスムーズに進む。 しか し都市部では,現 にカヴァを作 っている人々の多 く

は,位 階階梯制の儀礼を行ってはいないのである。そして,北 部 ラガか ら出てきた主

賓の一人である古老を呼ぶ ときに,人 々は困ってしまった。彼の豚名を誰 も知 らない

のだ。結局,「 年長者,長 老」 という意味をもつビスラマの 「オルファラ」とい う呼

称でその場を切 り抜けることになったのである。

　通常カヴァの宴では,そ の村落のチーフが全てを取 り仕切る。そ して場合によって

は,短 い挨拶 も行 う。ラフシヴァトゥでのカヴァの宴 も,こ の手順を踏 もうとしてい

たがJう まくいかなかった。それぞれの居住地では,村 落 と同様にチーフとされる人

物がいる。 ラフシヴァトゥにもそのチーフはいる。彼は,サ ンミッシェル地区にある

カヴァ・バーで働いている。そ して,こ のカヴァの宴のときに仕事のために ラフシヴァ

トゥを離れねばならなかったのだ。それ故,チ ーフの挨拶はなかった。

　村落部でのカヴァの宴は,た だ楽しみで飲むこともあるが,儀 礼の後であろ うと共

同労働の後であろ うと,基 本的には,ナ カマルで石蒸 し料理が作られるのと平行 して

行われる。村落内部でのものであれば,村 落の者がイモ類を持ち寄 り,共 同で準備を
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し,主 催者 が豚や鶏 な どの肉類を提供 して,石 蒸 し料理 とす る。料理が 出来上が ると

その料理 が取 り出 され,イ モ類を持ち寄 った家 ごとに料理 を分け,女 達はそれを もっ

て各 自の小屋 に帰 る。男達は,引 き続 きカヴ ァを飲 み続 ける。儀礼 などの後で行われ

る場 合は,あ ち らこち らの村か ら儀礼に参加 している者 がいる。石蒸 し料理が 出来 る

と,そ れ らの料理は儀礼に参加 した者達 ごとに手提 げの籠 に入れ られ,つ る しておか

れ る。男達 がカ ヴァに満足 し,あ るいは,時 間の こともあって帰 ると言 うと,こ のつ

るしてあ る籠 が手渡 され るこ とにな る。 こ うしたや り方 は,そ のまま都市部で も再現

され る。石蒸 し料理が 出来上が る と,女 達を中心 に分配 が始 ま り,他 の場所か らラフ

シヴ ァ トゥにや って きた人 々には,籠 に入れた料理 が配 られ たのである。

　 カヴァの味についていえば,そ れ は カヴァ ・バ ーの もの とは異な っている といえる。

カヴ ァの根の皮 を きれ いに取 り除かずに,適 度に処理 し,パ シ シで潰す。そのや り方

が村 落 と同様 である ように,そ の味 も村落での もの と同様 である。 カヴ ァ ・バ ーのそ

れが,水 のよ うな喉越 しであ るとす る と,ラ フシヴァ トゥの カヴァは,村 落 と同様 に,

ど ろどろと した濃 い カヴ ァで,苦 みが きつ い。そ してなに よ り,「 強 い」 ことは確 か

であ る。 この ラヴシヴァ トゥでの カヴ ァと村落のそれ との違 いは,カ ヴァの根の量で

あ ろ うか。 村落部 では各 自の畑か ら切 り出 して くるので豊富 にあるが,都 市部では カ

ヴ ァ ・バ ーか ら現金 で購入せねばな らないため,在 庫や現金 の関係 で,基 本的に量が

限 られ る。そのため,す ぐにカ ヴァが切れ て しま う。ロル タソガーラで行われた カヴ ァ

の宴 も,ラ フシヴァ トゥと同様 の手続 きで行われたが,や は りカ ヴァがす ぐにな くな

り,こ ち らの場 合は,カ ヴァ ・バ ーか ら出来上が った カヴァを購 入 して くることでそ

の不足を補 っていた。

3.3都 市 におけ るカス トム とマ ン ・プ レス

　 ラフシヴァ トゥの人 々のカ ヴァの宴が象徴す るよ うに,彼 らは出来 るだけ村落の線

に沿 ったや り方 で暮 らそ うとす る。北部 ラガでは昔か ら続いている とされ る慣習は シ

ロソ ・フ ァヌア(silon　 vanua)や ア レガン ・フ ァヌア(alertan　 vanuの と呼 ばれ てい

る。前者 は 「土地(島)の 法」,後 者 は 「土地(島)の や り方」 とい う訳語 が適用で

きるが,そ れ らは昔 か ら変わ らず に続 いてい るもの と して把握 され ている。 そ してそ

れを継続 して実践 してい くことが,北 部 ラガ社会の人 々の良 しとす る暮 ら しなのであ

る。村落で生活 している人>」は,昔 の生活か らどの くらいかけ離 れて しまった のかを

気 にす る。筆 者は1974年 か ら北部 ラガ社会に通 って きたが,人 々は しぼ しば 「昔 と変

わ ったか」 とい う質 問をす る。 同 じよ うに,都 市生活者 も,自 らの生活が村落生活か
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らどれ くらいかけ離れてい るのか を非常 に気 にす る。筆者は,し ば しば 「ここの暮 ら

しは ラガ(島)の 暮 らしと違 うか 」 とい う質問を受けた。 どち らの場 合 も,人 々は,

「同 じだ」 とい う答えを期待 しているのであ る。

　 都市で生活 している人 々は,明 らかに村落 とは異 な る生活 を送 っている。 しか し彼

らに とっては,そ れ ら異 なっている様 々な生活の要素,例 えぽ,賃 金労働,電 気 ・ガ

ス ・水道 の利用,タ クシーやバスの利用,ス ーパ ーでの買い物 な どを重要な要素であ

るとは考 えないで,そ うした村落 とは異な った要素,あ るいは材料を用いなが らも,

と りあ えず 手に入 る都市 的 な材料 で,出 来 るだけ村落 に近 い 「あ り方=ア レガ ソナ

(ale�nの 」を実現 しよ うとしてい るか の よ うで あ る。 ラフシ ヴ ァ トゥで生 活す る北

部 ラガ出身者 は,多 くが移住第一世 代にあたる人 々であ り,そ こでは ラガ語での会話

が生 きている。それ故,出 来 るだけ村 落に近 いあ り方 を実現 しよ うと しているのか も

知れ ない。あ るとき,人hを 前 に して気 づいた ことを話 して くれ とい うので,「 ここ

の生活は ラガの生活 とは違 う」とい うと,彼 らの顔色が さっと変お ったのが分か った。

その直後 「しか し,ア レガンナは同 じだ」 と付け加え ると,み んなほ っとした表情を

浮かべたのが印象的だ った。人hは,ラ フ シヴァ トゥでの生活を 「都 市生 活」一般 と

は区別 して考えてい るようで,ま るで 「悪 しき都市」で生活 しなが ら 「良 き村落」を

堅持 してい るとい うことを認 めて もらお うと してい るかの よ うであった。

　 では都市生活一般 は,ど うい うイ メージで語 られ るのだろ うか。 ヴァヌア ツには,

ビ スラマでカスFム(kastom)と い う概 念が存在 す る。それは,昔 か ら変わ っていな

い とされ る伝統 的な慣習を指 し,教 会や学校に代表 される西 洋世 界か ら持 ち込 まれた

もの(ス クール=skulと 呼 ぼれ る)と は対 立す る10)0北 部 ラガの言語 でいえぽ,シ ロ

ン ・フ ァヌアや ア レガソ ・フ ァヌアと類似 の意 味を もつ ことにな る概 念だが11),人!j

は 「タウソにはカス トムはな い」 と言明す るのである。 そ してこの ピジ ソ語概念を用

いた言 明は,村 落 か ら一時的に都市にや って きた人か らピジ ソ語を母語 とす る人 々に

至 るまで,共 通 して聞 くことが出来 る。Lか し例 えぽ,都 市で定職 を もっている者 は,

誰 かが頼 って くればそれを養い,誰 かが金や物 をせ びればそれを与え るとい う生活 を

送 っているが,こ れは ヴ ァヌアツ人の カス トムだ とい う。 とすれぽ都市 に もカス トム

があ る ように思え るが,こ こで問題 になっているのは,ヴ ァヌア ツ人 の生活パ ターソ,

あ るいは扶助 の精神であ り,そ れが他 の国の人 々と比べて カス トムとして認定 され る

とい うことなのであ り,都 市 その ものが もっている独 自の特徴 とい うわけではないの

で ある。 こ うした扶助の精神 は,ま さ しく村落生活の基盤をな している ものであ り}

大 勢の家族を抱え る都市生活者 とい うイメージは,ま さしく,典 型的 な村落生活の延
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長線 上に生 まれ るのであ る。 人 々が都市 にはカス トムは ない とい うとき,そ れは 「マ

レクラ(島)の カス トム」や 「ペ ンテ コス ト(島)の カス トム」はあ って も 「ルガ ン

ヴィル(市)の カス トム」や 「ポ ー トヴィラ(市)の カス トム」がない とい うことな

のである。つ ま り,カ ス トムはそれぞれ の島にある ものであ り,タ ウンにはない とい

うのだ。北部 ラガの言葉で考えて も同 じことがいえる。 シ ロン ・フ ァヌアや ア レガ ソ

・ファヌアは ,全 てフ ァヌアの もの,す なわち,故 郷 の土地,島 の ものなのであ る。

　 こ うした論点 と重 なるのが,マ ン ・プ レス{man　 pies)と い う概念 である。 マ ソ ・

プ レス とい う概念は パプアニ ューギ ニアにおける ワソ ・トックとい う概念 と同 じく,

「同胞」 を表すが,ワ ソ ・トックが 「同一 の言 語」 を起点 として いるのに対 して,マ

ン ・プ レスは 「同一 の場所」をその概念の起 点 としている。 そ して 「プ レス」の とこ

ろに様 々な場所名が入れ られ ることに よ り 「～人」 とい う言 い方に な り,他 者 アイデ

ソティテ ィとして用 い られ るだけではな く,自 己アイデ ンテ ィテ ィとして も用い られ

る。「プ レス」の場所には通常島の名前 が入 り,「マ ソ ・マ レクラ」は 「マ レクラ人(島

民)」,「 マ ソ ・ペ ンテ コス ト」は 「ペ ソテ コス ト人(島 民)」 を意味す ることにな る。

ヴ ァヌア ッ生 まれ でない者 もこの方式で分類 され る。 その場合 多 くは 「プ レス」 の位

置に国名が入 り}例 えぽ 日本人 の場合は 「マ ソ ・ジャパ ン」 とい うことになる。 しか

し,ヴ ァヌア ツとい う国の外の人 々は,全 て国単位 で分類 されるか とい うとそ うとは

限 らない。面 白い例がある。 ある男は,中 国人 とタヒチア ソの間 に生 まれたが,本 人

は タ ヒチに 自己アイデ ソテ ィテ ィを強 くもってお り,自 分は(フ レソチポ リネシアで

はな く)タ ヒチの人間だ と常hい ってい るが,彼 の場 合は 「マ ソ ・タヒチ」 として分

類 され るのであ る。

　 こ うした マソ ・プレス とい う概念は,ヴ ァヌアツ内部で用い られ る ときには,興 味

深い様相を呈す る。つ ま り}カ ス トム とい う概念 と同様,-7ン ・プ レス とい う概念は

島に関す る概念であ って都市 には適用 され ない とい うのであ る。 あ るルガ ンヴィル生

まれ の男は,「 タ ウソにはそれぞれの島の人間が集 ま ってきてお り,誰 で もそれぞれ

の島を背景に もってい る。従 って,タ ウソで生 まれた人間 もその帰属する島は決 まっ

てお り,マ ソ ・ル ガンヴ ィルや マ ン ・ヴィラ とい うものはない。 タウンの人 々もそれ

ぞれ の島のカス トムに従 うのだ。 ルガ ソヴィルで生 まれた人間は,マ ソ ・ルガ ンヴィ

ルでは な くマン ・サ ソ トにな るが,そ れが嫌 な ら自分の系譜か ら自分 の島を 自分 で決

める」 とい う。つ ま り,都 市生活者 も必ず どれかの島へ帰属す るのであ り,マ ソ ・タ

ウソとい うものはない とい うことなのである。 ルガンヴ ィルのチ ープ評議会 の名称 も

「ルガソヴ ィルの マソ ・タウソ」 では な く 「ルガ ソヴ ィル島民(マ ソ ・アイ ラソ ド)」

691



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立民族学博物館研究報告　 26巻4号

チ ーフ評 議会 であ ったこ とを思 い出せぱ,こ の論点 も頷けるであろ う。

　 この タウソ観 を披露 した男性は,父 親がペ ンテ コス ト島で母親 がア ソバエ島 出身で

あ る。ル ガソヴィルで生 まれたため,彼 の母語は ピス ラマであ り,両 親 の言葉に関 し

ていえぽrア ンバ エの言葉は分か るがペ ンテコス トの言葉 は分か らないとい う。 しか

し,彼 の実の姉妹 の方が うま くアソバエの言葉 を話す が,彼 は彼女 とは ビスラマで会

話をす るの で,「 分か る」 といって も,そ れは 「ち ゃん と しゃべ る ことが出来 る」 と

い う意味ではない ようだ。要す るに彼は,バ イ リンガル とはいえず,彼 の言語は基本

的に都市 的な ピス ラマだけ とい うことにな る。 彼はル ガソヴィル生 まれ であ るため,

も しマ ン ・プ レスでいえば マン ・サ ン ト(サ ン ト島民)に なる とい う。 しか し,彼 は

サ ソ ト島民 は嫌 いだ とい う。そ して 自己を 「マ ン ・ペ ンテ コス ト」 と位置づけ る。 そ

の理 由は,ペ ンテ コス トでは 自分 も土地を分けて もらえるか らだ とい う。彼の父親 は

ペ ソテ コス トの中で も北部 出身,つ ま り北部 ラガの人間である。北部 ラガ社会は母系

であるが,母 親 が他 の島の 出身の場合}そ の子供 は,本 来 ならぽ父親が 「結婚すべ き

カテ ゴ リー」にい る女性達 の親 族集 団へ帰属 している もの として判 断 され る12)0従 っ

て,も しこの男性が北部 ラガ社会で生 まれ,そ の まま北部 ラガで生活を続けてい るな

らぽ 自分 の畑 を もち,他 の人 々と何 ら変わ ることのない北部 ラガ人と して生活をす る

ことが出来 る。 しか し,彼 は現実にはル ガンヴィル生 まれ であ り,北 部 ラガの言葉 を

片言 は分 か って も話せ ないとい う状況にあ るのだ。

　 北部 ラガ人 とい う表 現 を用 いたが,北 部 ラガでは 「ギ ダ ・ア タ ・ラガ(gida　 ata

Rρ80:我 々 ラガの人間)」 とい う表現 で同胞 を意 味す る。 文字通 りには 「我 々ラガの

人間(gidaと い うのは,話 相手 も含めた我 々を意味す る)」 とい う意 味であ る。北部

ラガの言語 では,ペ ンテ コス ト全体が ラガと呼ばれ ているが,村 落部で 「ギダ ・アタ

・ラガ」 とい}xぽ ,北 部 の同一言語圏の人 々だけを指す。 しか し都市部 では これが変

化す る。 ルガ ンヴィルで 「ギダ ・アタ ・ラガ」 といえば,こ れ は 「我 々ペ ンテコス ト

の人 間」 とい う意味にな り,マ ソ ・プ レス概念の影響 を受け て島が単位 となる。 もち

ろん区別す る言い方は存在す る。 「ギ ダ ・ア タ ・ラガ ・ラ ・ノース」,「ギ ダ ・ア タ ・

ラガ ・ラ ・セ γ トラル」 とい うよ うに,ノ ースやセ ン トラルを付加 して同一言語圏を

特定す るのである。先ほ どの タウン生 まれの男性 は,し か し,北 部 ラガの言語 を話 さ

ないため,北 部 ラガ出身者 と話をす るときも 「ギ ダ ・アタ ・ラガ」 とい う表現で 自己

も他者 もアイデ ンテ ィフ ァイ しない。 ましてや,彼 が言語 を基盤 と した区分 「ギ ダ ・

ア タ ・ラガ ・ラ ・ノース」 として分類 されるか どうか は難 しい とい うことにな る。

　 この男性は,実 は図1のNo.34の カ ヴァの経営 者であ る。彼は 自 らを マ ン ・ペ ソ
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テ コス トと位 置づけている とい うことは,タ ウン生 まれではない北部 ラガ出身者に も

認識 されてい る。 そ して彼 らは彼 に挨拶す るときは,北 部 ラガの言葉 で声をかけ るの

であ る。 しか し,彼 の カヴァ ・バ ーに北部 ラガの人 々が くることはめったに ない。ル

ガソヴィルで もヴィラで もそ うだが,北 部 ラガ出身者の経営す るカ ヴァ ・パ ーには,

北 部 ラガ出身者が集 まる。 そ してそ の内部では ビス ラマでの会話 は少 な く,北 部 ラガ

の言語 での会話 がマ ジ ョリテ ィを 占め る。サ ラカタ地 区で 「ガマ リソ ・アタ ・ラガ

(gamalin　 ata　Raga:ラ ガ の人 間のナカマル)」 として明確 に算定 され るのはNo.16と

No.21で あ る。 この2つ の店 は,所 有者 も経 営者 も北部 ラガ出身 の移住第一 世代の

者であ る。 しか し,No.16の 所 有者 は,さ らにNo.6とNo.31を 追 加す る。ただ し

「1つ(No.6)は セ ソ トラルだが」 と付 け加え る。 こ うした捉え方は7島 単位 の捉え

方で 「アタ ・ラガ」が 「rソ ・ペ ンテ コス ト」をその まま反映 してい ることに なる。

ただ,No.31の 場 合は,所 有者は北部 ラガ出身者 ではな く経営 してい る者だ けがそ

うであ る。そ の意 味で,「 ガマ リソ ・アタ ・ラガ」の周縁部 に位置す る ことにな る。

しか しこ うして拡大 され た 「ガマ リン ・アタ ・ラガ」に さえ,No.34の カ ヴァ ・パ ー

は入 らないのであ る。

　都市で生 まれた者はa各 島へのアイデ ソテ ィテ ィを表明す ることで一7ン ・プ レス概

念を形成す る。 しか し,そ れ ぞれ の島で生 まれた人 々は,こ れ らの者 を 自分 の島の人

間 とい う枠の最 も周縁部 に しか位置 させ ない といえ る。つ ま り,マ ソ ・プ レス とい う

概念があ くまで も自らの 「良 き村落」を典型 と して出来上が ってお り,都 市生活者 は,

特 定の島への帰属 とい う自己認識 を通 して しか,し か も,お 情け程度 で しか村落 の末

端に座 らせて もらえない とい うことを示 している。都市生活者はそれ ぞれ の島に帰属

して お り都市に帰属す る住 民はいない とい う視点は,カ ス トムはそれぞれ の島の もの

であ り都市の カス トムはない とい う視点 と重な ることで,「 良き村落」,「悪 しき都市」

とい う二分法を強化 し続 けるのである。

4　 ピジ ソ文 化 と して の カ ヴ ァ ・バ ー

4.1　 カ ヴ ァ ・バ ー と カ ス トム

　既に述べた よ うに,ル ガソヴィルでは カ ヴァ ・バ ーとい う言葉 と並 んでカ ヴァ ・ナ

カマル とい う言葉 も一般 的に用 い られ ている。 しか し,ナ カマルは,村 落部 におけ伝

統的 な政治体制の象徴であ る集会所 を意味 しているため,カ ス トム概念 と強 く結 びつ
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いてお り,そ の分なお さら,ル ガ ンヴィルのカヴ ァ ・ナカマルは村落部 でのカ ヴァ飲

用や村落 のナ カマル と対 比 され ることになる。 ある北部 ラガ出身者は,「 カヴ ァ ・ナ

カ'マルは シ ロソ ・フ ァヌア(島 の法)に 反す る。・ミシシを使 ってない。水 をた くさん

入れ る。島では2杯 で十分 なので,町 では(弱 いか ら)何 倍 も飲む ことになる。村の

ナカマル と全 く違 う。 お金が介入す る。 ゴナータ儀 礼(で は鶏 をた くさん殺すが,そ

れ)を して も鶏を どこで料理す るのか。 カヴ ァ ・ナカマルはバーにす ぎない。 シ ロン

・フ ァヌアではない
。 カ ヴァ ・ナカマルでは ゴンゴナイ(静 寂,う や うや しさ)が な

い」 とい う。彼 は,村 落 と比較 して,そ れ との差異を数 え上 げ ようとしているのだ。

別 の北部 ラガ出身者 も 「カ ヴァ ・ナカマルは ア レガソナではない。 あれぽパ ーだ」 と

主張す る。島 との違 いを見つ け ようと思>xぽ い くらで も見つか る。 そ して彼 らの意見

に代表 され るよ うに,島 か ら都市 に一時的に出て きた人 々も,都 市に移 ってきた移住

第一世代の人hも,都 市 に生 まれ た人 々も,カ ヴ ァ ・バ ーに関 しては,村 落 との 同一

性を見つけ よ うとす るよ りも差異を見つけ よ うと努力す るのである。

　 ところが,先 ほ ど記述 した ラフシヴ ァ トゥでの カヴ ァの宴 は,シ ロン ・フ ァヌアあ

るいは ア レガソ ・ファヌア として認識 されてい る。 この場合 は,出 来 るだけ村落 と類

似の形 で宴 を行 お うとしていたのであ り,ラ フシヴァ トゥの人 々も,明 らかに島 との

「類似」ない しは 「同一」を起 点に カヴァの宴 のカス トム度を判定 してい るのである。

どこか似ている ところは ないだ ろ うか,ど こか同一 の ものはないだ ろ うか,と い う見

方か ら物事 を捉 えるな らぽ,類 似 した もの は見つけ られ る。 そ して,「 現金 で カヴ ァ

の根を購 入 して くる」 とい う島 との決定的な差 異 も,無 視 ない しは容認で きる要素 と

な る。一方,カ ヴ ァ ・バ ーでは 島 とは異 なるカヴ ァの製法,味 を 目指 してお り,そ の

意味で,島 との違 いは どこか とい うよ うな,違 いを探 そ うとす る見方,つ ま り,「 差

異」を起点 とした見方 でカヴ ァ ・バ ーが捉え られ ることになる。その結果,ラ フシヴ ァ

トゥでの カヴァの宴 では無視 された 「現金の介入」 とい う要素が,逆 に,重 要な差 異

の メル クマ ール として用 いられ ることにな る。 そ して 「カヴァ ・バ ーではお金がか ら

むので,カ ス トムではない」,「お金を出 して1杯 つつ飲 むのだか ら,カ ヴ ァ ・ナ カマ

ル よ りもカヴ ァ ・バ ーとい う名称の方がふ さわ しい」,「カ ヴァ ・ナカーxルは カヴ ァ ・

パ ーであ って,単 なる ビジネスにす ぎない」 とい うことになるのであ る。

　 カス トム と判定 され る ラフシヴ ァ トゥでの カ ヴァの宴 と,「 カス トムではない。西

洋流に したか っただけ。それは西洋文 明だ」 とされ るカ ヴァ ・バ ーは,と もに 「現 金

の介入」とい う側面を もっているが,実 は,そ れに関 して決 定的な違 いを もっている。

それは,前 者 では現金 を支払 うのは ホス トの側 であ り,ゲ ス トの側が現金を支払 わず
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に カヴ ァを飲む ことが出来 るのに対 して,カ ヴ ァ ・バ ーではゲ ス トが現金を支払わな

い とカヴ ァが飲 めない とい うことであ る。北部 ラガでは,通 常 は,カ ヴァの根を 自分

の畑か ら切 り出 して くるか,自 分が主催す る大規模 な儀礼 のときには,豚 などを支払 っ

て多量のカ ヴ ァの根 を手に入れ,そ れを多 くの ゲス ト達 に無料 でふ るま うのである。

ラフシヴ ァ トゥでのカ ヴァの宴は,こ のや り方 に従 って いるのに対 して,カ ヴァ ・バ ー

でのや り方は,村 落的 では ないとい うことにな るのだ。

　 もっとも,村 落部 でもゲス トの側が現金 を支払 うことがあ る。北部 ラガでは,独 立

記念 日や政府主催 のスポーツ大会 などの折 には,催 し物 の会場 にカヴ ァを飲 ませ る店

が出現す るが,そ んな場合には人 々は 自分 の畑 にカ ヴァの木があ るに もかかわ らず,

そ の カヴァの店で現金を支払 って カヴァを飲む のである。 これは,し か し,明 確 に カ

ス トムではないと考 えられてい る。 独立記念 日や スポーツ大会な どはス クールの領域

に属す る事柄だが,そ うした場 合,カ ヴァに関 して もカス トム範疇か らはずれ たや り

方 を とるこ とに よ り,そ れ が 明確 にス クール領 域 にあ る こ とを示 してい るので あ

る13)0

　 カ ヴ ァ ・バ ーで カヴ ァを飲 む ことがいか に カス トムではないか とい うことを示すた

めに,島(村 落)の カス トムとしてのカ ヴァ飲用が対比 と して説明 される ことは よく

ある。例 えば北部 ラガ出身者 は,「 カヴ ァの ア レガ ソ ・ファヌア とは,若 い者が作 り,

チ ーフが指名す ると,そ の人物 が飲 んで,そ して次に チーフが飲む。 お金を払 う必要

は ない」 とい う。 またマ レクラ出身者は,「 カヴ ァを噛 んで潰 して,そ れを こね る。

そ の後水を加えて絞 り,チ ー フが名前 を呼ぶ とカヴ ァのあ る場所 へ行 き,ひ ざをつい

てその カヴ ァを一 口で飲む。カ ヴァはチーフ以外の者 も植えたが,チ ーフの もの。チー

フだけが飲み,時 々それ以外に もまわ った。例えぽ特別の儀礼 の折 な ど」と説 明する。

しか し,北 部 ラガでの こうしたカ ヴァ飲用は きわめて儀礼だ った カヴァの宴 の場合で

なければ,村 落部 で も一般的 には見 られ るこ とがない し,マ レクラでのそれ も,か つ

ての姿 として描 き出 され る もので,い ずれの場合 も,都 市部 におけ るカ ヴァ ・バ ーで

のカヴ ァ飲用を カス トムか ら分離 させ るために,典 型的なカス トムを取 り出 して きて

その差 異を明 らか に しようとして いるのであ る。

　 ところで,先 述 した シェパー ド諸島 の ワータは,カ ス トムではないが島のスタイル

(ア ェラ ン ・スタエル:aelan　 stael)と 呼 ばれ,都 市 のス タイル(ス タエル ・ブロン

グ ・タウ ソ:stael　 blong　 taon)と 呼 ばれ るカ ヴァ ・バ ーか らは 区別 されて いる とい

う(白 川1998:99-100)。 ル ガ ンヴ ィル でも,シ ェパ ー ド諸 島に属 す る トンガ リキ出

身 のカ ヴァ ・パ ー経営者は,ワ ータはカ ヴァ ・バーには適 さない ことを述べてい る。
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つ ま り,「 カヴァは カス トムだが,そ れは それ ぞれ の島の ものであ り,カ ヴァ ・パ ー

は島のカ ヴァとは違 う」の であ り,カ ヴ ァ ・バ ーは 「島のスタイル」でも 「カス トム」

で もないので ある。そ して,「 カヴ ァ ・ナカマルは都 市のや り方(フ ァッシソ ・ブ ロ

ソグ ・タウ ソ:ノ灣in　blong　 faon)あ る いは都市の スタイル(ス タエル ・プ ロソグ ・

タ ウ ン)と は いえ るだ ろ うが,都 市 の カ ス トム(カ ス トム ・ブ ロン グ ・タ ウ ソ

lkastom　 blong　 taon)と は いえ ない。 とい うのは,都 市に カス トムはないか ら」 と

い うあ るカヴァ ・バ ーの経営者の見解が,カ ヴ ァ ・パ ーの位置 を正確 に捉 えてい る説

明とい うことになろ う。

　 こ うした見解 とは別 に,「 カ ヴァ ・ナ カマルは カス トムだ」 とい う意見 がないわけ

では ない。 しか しそれは,「 ホ ワイ トマ ン(白 人)の もの と比べ る とプラ ックマンの

カス トム」 とい う意味でであ り,そ の理 由は,「 アル コールを飲 んだ ときとは異な り,

うや うや しさ(respelc)が あ る。喧 嘩を しな い。 しゃべ らない。人 の前 を通 るときは

静か に通 る。 これ らは ブラ ックマ ソのカス トムだ」 とい うものである。 この場合 は,

カ ヴァ ・バーは類似や同一を起点 とした見方 に よって判断 されてい る。つ ま り,島(村

落)の や り方 と対比す るときには島 との差異 に起点を置いた否定的な見方が支配す る

のだが,白 人 のや り方 と対比す るときには,島 との類似を起点においた肯定的な評価

となるのである。 このことは,図3で 示 してある。

　 図3を 見れ ぽ分 かるよ うに,自 分の言語 圏での生活 は,そ こで生活 してい る限 り,

隣 の言語 圏での生活 と対立す る。そ して,都 市部 において も 「島 のや り方」 と言 うと

き,そ れは 自分の出身 の言語圏での村落生活をイ メージして作 り上げ られ るとい うこ

とにな る。北部 ラガ出身者が,シ ロソ ・フ ァヌアだ とかア レガ ン ・フ ァヌアを出 して

都市 との対比を行 っているのがそ の例であ る。 しか し,都 市 では,単 位は 島にな る。

従 って,「 都市のや り方」 に対す る 「島のや り方」 も,そ の中核 には 自分の言語圏で

の村落生活が据え られるが,そ のイメージを典型 と して周縁 へ と広が り,最 終的には

島全体の生活が漠然 としたま とま りを もってい るかの よ うにイ メージされ る。そ して

確かに,都 市生活 と比べ ると島の生活は全体 と しては まとまってい るのである。 同 じ

よ うに,対 比す る対 象が 変わ れば,「 ま とま り」 も変 わ る。「白人 のや り方(fasin

blong　 waetman)」 と対比 した場合は,や は り,「 都 市のや り方」であ った と して もそ

ヴァヌアツ{島(自 分の言語圏VS同 一の島の他の言語圏)VS都 市}VS西 洋

　　　　　　　　　　α{X(AvsB)vsY}vsβ

図3　 「や り方」の対立関係
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れは 「島のや り方」 とまとまって一つのイ メージ,す なわ ち,ブ ラ ックマ ソのや り方

とい う一つ のイメージを構成 す ることになるのである。

4.2　 ピジ ソ文化

　都市文化 に対す る人 々の位置づけは,今 や 明白である。移住第一世代の人 々も都市

生 まれで ピジ ンを母語 とす る人 々も,自 らの アイデ ソテ ィテ ィを 島の文化,そ してそ

の中核 を構成す る村落文化に置 き,そ こにマ ン ・プレスや カス トムの所在地 と しての

地位 を与 えるが,都 市 に対 しては何 ら肯定 的な ものを与 えない。都市 では,島 アイデ

ンテ ィテ ィが併 存 した ままで混 ざ り合わ ないため,都 市 を単位 としたアイ デ ンテ ィ

テ ィが生成 され ないのであ る。そ して,都 市 では個hの 島文化 のカス トムが併存 して

いるために,都 市 固有 のカス トムはな くSカ ヴァ ・パ ーの ような都市固有の文化が生

まれた として も,そ れは カス トムとは位 置づけ られ ないのであ る。都市におけ るカス

トムは,例 えぽ ラフシ ヴァ トゥでの生活の中に見 いだせ る とその住人は考えてい るか

も知 れないが,そ れは併存 してい る島文 化の一つであ り,都 市文化 としては考 えられ

ていない。 こうした ところに,都 市文 化の空虚 さが見 いだせ るのであ るが,実 は,こ

うした都市文化 に対す る位置づけは,ピ ジ ソ語 に対す る位置づけ と合致す るのである。

　 ここでい うピジ ソ語 とは メラネシア ・ピジソの ことで,パ プア ニューギ ニア,ソ ロ

モ ン諸島 ヴ ァヌア ツで共通語 として話 されてお り,英 語を上層語(superstrate　 lan-

guage)と して成立 した言葉 であ るた め,か つては ピジ ン ・イ ング リッシ ュと呼ぼれ

て きた ものである。 ピジ ソと呼ばれ る言葉は,言 語学的 には,ク レオール と区別 され

る(cf.ビ ッカー トソ1985)。 つ ま り,と もに リングア ・フランカであ るが,コ ミュ

ニケーシ ョンの手段 としてまず ピジソが成立 し,や がてそれを栂語 とす る人 々が誕生

す ることに よって ク レオールになる とい うのであ る。 メラネ シア社会 では ピジ ンを母

語 とす る人 々が多数存在す るので,今 や,言 語学的にいえば クレナ ール とい うことに

なる。それを敢えて ここで ピジ ン語 と呼んでい るのは,一 つには,ソ ロモ ソ諸島 でも

パプア ニューギ ニアで も人hが 自らの言語を ピジ ソと呼ん でい るとい う理 由に よる

が14),最 も大 きな理 由は,次 のこ とである。つ ま り,メ ラネシアで用 い られてい る ピ

ジソは,そ れを母語 とす る人 々の存在 を考 えれば,実 質的に独 自の言 語 として存在 し

ている といえ るに もかかわ らず,依 然 として,そ れを使 う人 々か らは,「 これが 自分

達の言語だ」 とい った肯 定的 な認識が もたれず,未 だに独立 した 「言語」 の位置づけ

を与 えられていない とい うことなのである。ピジン語で 「言語」を意味す る 「ラソウィ

ス(lapwis)」,「 ラ ソグイス(langgufs)」 な どは現地語 のみ を意味 し,ピ ジソ語はそ こ
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から除外されてしまうのである。

　 こうした意識は,当 然のことながら村落/現 地語を基盤 として生活 している人hが

一番強く,そ の意識は,都 市に移住 してぎた人h,そ して都市/ピ ジソ語を基盤とし

て生活 している人 々(都 市生まれの人々)へ と移るにつれて,少 しずつ薄れてい くと

いえる。 しか し,こ こで問題 としたいのは,ピ ジン語が自らのアイデンティティのよ

りどころとはならない とい うことが,都 市生活の程度の違いを越えて,共 通して見い

だせるということなのである。 ピジン語を母語 とする都市生活者 も,自 らがアイデン

ティティをもつ島(そ してその言語圏)の 者と挨拶するときは,出 来るだけ現地語を

用いようとするのであり,ピ ジソ語は控えようとする。そして後者は現地語で話を通

し,そこに共通語としてのピジンが機能 していると言い難い状況が出現するのである。

ピジソを母語 とする者は,実 際に現地語を習得 しようと一生懸命努力するわけではな

いが,日 常用いている自らの言語であるピジン語よ りも現地語に高い評価を与えると

いう姿勢を,確 かにもっているのであ り,そ れは,村 落に基盤を置 く生活をしている

人 々と共通の姿勢なのである。

　 ピジンに対するこうした意識は,都 市文化に対するそれと同じく図3の 構造に当て

はめて把握することが出来る。まず,自 己の言語圏では独自の言語(A)を 話 し,そ

れは同一の島内での他の言語圏の言語(B)と 対立関係になる。 しか しこの対立は,

島全体が単位となるとより大 きな対立の中に解消されることになる。それは島内で話

される言葉(X)と 都市で話 される言葉(Y)の 対立である。島内では,複 数の言語が

話されているが,そ こで生活する人痰ﾌ 中にはそれらの言語を複数話す ことが出来る

人 々もお り,た とえピジソを用いる場合でも,島 内でのピジソは単に意志疎通の手段

に用いられるだけで,そ れほど深い会話をするわけではない。 ところが,都 市におい

てはピジンが生活言語 となるため}か な り深い内容を話す言葉 として用いられること

になる。そ して都市部でのピジンは,そ の表現力を高めるために,英 語からの借用語

・借用表現もかな り入ってくる。ポートヴィラで話されているビスラマ(ピ ジソ)が,

ビスラマとイソグリッシュをかけて,ヴ ィラ ・ビスリッシュと椰楡されているが,村

落から出てきた人hが 島ピジソを操っても,こ うした都市 ピジンは理解できないこと

も起こるのである。 しか しこのような都市 ピジンであっても,そ れは,英 語とは異な

るものとして意識される。ヴァヌアツ全体が単位 となると,そ こで話されている言葉

(α)は,島 ピジンであろうと都市 ピジンであろうとピジンという大きな単位でまとま

り,英 語(β)と 明確に対立するのである(cf.豊 田2000:168)。

　こうした点を踏まえて,本 論ではメラネシアに見 られる都市文化を 「ピジソ文化」
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と命名しようと思う。 もちろんこれと対立するものとして念頭に置いているのは 「ク

レオール文化」である。 クレオール文化は近年注 目を浴びているがJそ こで取 り上げ

られているのはクレオールのもつ異種混濡性である(cf.今 福1994)。 確かに クレオー

ルは,言 語としては見事に異種混濡を成し遂げ,例 えばカリブ海の国々では,そ うし

た言語的背景をもって成立 している都市文化は,文 化要素が混清 したクレオール文化

として捉%..ることが出来るかも知れない。 しかしメラネシアの都市文化は,や は り,

異種混瀟という視点からは捉えることが出来ないのである。確かにメラネシア ・ピジ

ソは言語学的にはクレオールであ り,あ る意味で言語的異種混瀟性を達成 していると

いえるが,そ れにもかかわらず,そ れに対するメラネシアの人々の位置づけは,依 然

としてクレナールではなくピジンなのである。

　つまり,カ リブ海に見られるクレオール語は終着点であ り,そ れを基盤に開花 して

いる都市文化も様々な事柄の結果生 じた終着点である。人 々はそこへたど り着いたの

である。そしてそれは,混 血,越 境,異 種混瀟性を基盤 として自らのアイデンティティ

のよりどころとなる 「自己の文化」なのである。 これをクレオール文化 とすれば,メ

ラネシアではそれ とは異なるあり方が見られる。メラネシアにおけるクレナール語(す

なわちメラネシア ・ピジソ)は 一時的に使用する言語であると考えられてお り,母 語

として用いられていても,結 局 「ラソウィス(現 地語)」 にはならないのである。そ

して,そ れを基盤に出来上がっている都市文化も,一 時的に身を置 くためのものにす

ぎず,終 着点は常に村落における現地語であ り文化なのである。 ピジンを母語 とする

都市生活者でさえも,既 に述べたように,自 ら生まれた都市にアイデンティティをも

たず,そ れを村落に求めようとする。つま り,様 々なカス トムが混靖せずに併存 し,

アイデンティテ ィの場 とは考えられていないメラネシアの都市文化は,あ くまでも「他

者の文化」なのである。 こうした トランジットで他者的な性質 こそが,言 語学的にピ

ジンに与えられた性質であろ う。 メラネシアの都市文化をピジソ文化 と命名する理由

がそこにある。

　 ところで,メ ラネシアに見 られる文化のあ り方を異種混清性から論 じようという議

論が存在する。それは伝統概念を扱 ったカス トム論と呼ぼれる一連の議論の中で生ま

れてきたものである。カス トム論では,主 として政治的なア リーナで用いられるカス

トム概念の検討が行われてきた。 ヴァヌアツでも,独 立前夜には,「 独立すればカス

トムが強 くなる」とい う言説が広 く流布 したという事実があ り,政 治的な動 きとカス

トム概念は密接に結びついていることは確かで,特 に西洋的なものと対立する伝統 と

してのカス トム概念の強調に注目が集まってきた。しかし,こ うした 「伝統 と西洋」,
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「彼 ら と我 々」あ るいは 「カス トムとス クール」 とい う二分法は,実 は,本 質主義的

な捉 え方か ら生 まれてい るとして批判 され る ように な り,両 者の混清 した姿 を見つめ

る必要性 が説かれ るよ うにな って きた。 その結果,議 論は異種混靖性の追求へ と向か

い,メ ラネシアにおけ るカス トム概 念 とス クール概念は実は混瀟 してい るのだ とい う

議論 へ と進 んできた のであ る(White　 and　Lindstrom　 1993;1997)。

　 しか し,こ れ らの議論は メラネシアの現実を うまく反映 している とは言い難い。筆

者 は既 に 詳細 な批判 を提示 して いるの で,こ こではそ の繰 り返 しを しな い(吉 岡

2000)。 た だ,異 種混濡論 の推進者達 が議論 の対象 として いた のはエ リー トの言説 で

あ り,一 般の人 々のそれ ではない とい うことを強調 してお こう。 そ して,後 者の人 々

に とっては,カ ス トムはあ くまで もス クール と対立す るものなのである とい う点 も付

け加えてお こ う。 この点は,西 洋か らの様hな 影響が深 く浸透 している地域 について

もいえ る。例えぽ ソロモ ン諸島の西部州 は,ロ ギングな どの開発 が活発 に実施 され て

いる地域で,そ の意味では きわ めて 「近代化」 された地域であ る。そ こでは,人 々は

西洋的 な もの と伝統的な ものが混在 した 日常 の中で生活 してい る。 しか し,人 々は そ

うした現実 の中で も,カ ス トムとスクールの区分 を捨 てな い。 人々は,強 い西洋的影

響 を受 けている現実の生活を フ ァッシン(や り方)と い うピジソ概念で受け止め る。

しか しそ うした生活は彼 らの カス トムとは考 え られ ていない。 カス トムはあ くまで も

西 洋的 な要素 であるス クール と対立す る概念 として存在 し続け ているの であ る(石 森

2001)。 混在 した現実にあ っても,そ れ をカス トム とス クール とい う二分法 の外 の概

念であ るフ ァッシンで捉 え,あ くまで も,カ ス トムとス クールの区分を堅持す る。 こ

れ こそ が,ク レオ ール文化 に至 らな い 「メラネ シア的 」 な文化 の あ り方 なの であ

るis)0

お わ り に

　本論では,メ ラネシア的な都市文化のあ り方を,カ ヴァ・バーを題材として描 こう

としてきた。そしてその特性を表現するため 「ピジソ文化」 とい う概念を提出した。

しか し,こ うした 「メラネシア的なもの」を求め,そ れに 「ピジン文化」とい うレッ

テルをはるという姿勢は,本 質主義的であるという批判を受けるかも知れない。この

点に関して簡単に整理 して,本 論の結びとしたい。

　近年展開されてきた人類学批判の中で,こ の本質主義 という言葉はきわめてしばし

ぽ用いられてきた。そしてそれは,確 かに,そ れまでの人類学的姿勢を批判する上で
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は,大 いに効果のあるものだった。人類学者は,異 文化の独自性を強調す るあま り,

現実から目をそらし,場 合によっては勝手な取捨選択をして異文化性を描 こうとして

きたことは事実だったのである。 しか しそれが批判 されるあまり,今 度は,独 自性や

差異性の追求は停止され,そ れに代わって,異 種混濡性が取 りざたされることになっ

た。そして本質主義 というレッテルは,異 種混靖性を議論する姿勢には適用されずに,

独 自性や差異性を追求する姿勢に適用 され ることで,議 論が方向付けられてきた。 と

ころが,ど んなところにも異種混瀟性を求める姿勢は,メ ラネシアのカス トム論にお

いて見られるように,以 前の人類学が犯 してきた過ちと同 じ道筋をたどり始めた。つ

ま り,異種混蒲性を追求するあま り,現実をある意味で曲げて解釈 し始めたのである。

これは,や は り,本 質主義に舞い戻っているとしかいえないような議論であろ う。

　本論で目指したのは,か つての人類学の方法を復活させようということでもなけれ

ぽ,そ れに対する批判に則った議論をしようということでもない。しようとしたのは,

現実を見据えながら,決 めつけではない形で独自性や差異性を描 くことであった。「メ

ラネシア的なもの」を考えることは,そ れ自体本質主義的なことではない。もしそれ

が本質主義的になるとすれば,メ ラネシア的なるものの要素を規定 し,そ れ以外のも

のをメラネシア的なるものと認めないようなや り方で定義を行った場合であろう。こ

のや り方は,従 来の科学的定義であ り,全 ての特徴を共有するものが同一のものであ

るとする単配列原理に基づいた定義の仕方である。本論では,こ うしたや り方を避け

てきた。む しろ,人hの もつ自己や他者,島 や都市に対する曖昧なイメージを手がか

りに,漠 然 とした 「メラネシアらしさ」を浮かび上がらせようとしてきたのである。

そ して,メ ラネシア的なるものの特性を抽出し,そ れらを数え上げることでメラネシ

ア的なるものを定義するとい うや り方を避けた結果,ピ ジン文化という枠組みで全体

として把握するとい う方法をとったのである。独自性や差異性の追求を否定する姿勢

は,そ ろそろ見直されねばならない(吉 岡2001a;2001b)。 しか し,単 配列的にそれ

らを追求することも,再 現 してはならない。我hは 「異文化性」 と向き合ってい く新

たなや り方を模索せねばならないのだ。
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注

1)　 クローリーは,ナ ショナル ・ドリンクとしてのカヴァを論 じる中で,最 初のカヴァ・バー

　であるマウソナに触れている。彼は,rl杯100ヴ ァツのカヴァを飲む場合,ほ とんどの人に

　とっては3杯 で十分だった」と述べると同時に,や がてkava-drinkingが 革新されていって,

　100ヴ ァツのカヴァは人々には多すぎたので50ヴ ァツの半カップのカヴァが登場 してきたと

　論 じている(Crowly　 1995:9,11)。 この指摘には注釈が必要であろう。その一つは,筆 者がマ

　ウンナで飲んだときには,既 に50ヴ ァツの半カップ(ヤ シの殻のコップに半分)の カヴァが

　売られていたのであ り,「半カップのカヴァ」という商品は,カ ヴァ ・」¥一産業の発展とと

　もに生まれてきたというわけではないということである。もう一つは,100ヴ ァツのフルカヅ

　プのカヴァは人々には多すぎたため,半 カップが登場 してきたと彼は考えているが,必 ずし

　もそ うとはいえないということである。マウンナでのカヴァは,村 落でのそれと同様に作ら

　れたもので濃度の濃いカヴァであったのに対 して,そ れ以後急速に増えてきたカヴァ・バー

　では,そ れが 「都市化」されて水増しされ,薄 くなっているのである。確かにマウソナでは,

　 フルカップは多すぎるので半 カップが登場したのかもしれないが,今 日50ヴ ァツのカヴァが

　人々に喜ばれるとすれば,そ れは,ク ロー リーとは異な り,経 済的な理由を考えるべきであ

　ろ う。つま り,よ り長 く店にいられるし,よ り多くの店を 「はしご」出来るからである。

2)人 々は,独 立前は今ほどカヴァを飲まなかったとい う。何を飲んでいたのかといえば,ア

　ルコールである。ある都市在住の男は,「(当 時は)ウ ィスキーのボ トルが600ヴ ァツだった

　が,今 は3,000ヴ ァツもする。独立 してから白人のアルコールは高 くな り,二 ・ヴァヌアツ

　 (ヴ ァヌアツ人)の 手には簡単に入らなくなった。そこで再び人々はカヴァに戻っていった」

　とい う。筆者が1974年 に ヴァヌアツを訪れたとき,確 かにアル コール類は村落にも広 く普及

　 していて,こ とあるごとに人々はウィスキーや ピールを飲んでいた。村のス トアーにウィス

　キーなどが売られていたため,都 市部に出稼ぎに出て現金を手に していた連中は,村 でも簡

　単にアルコール類が手に入った。そ して,儀 礼などの後に行われる宴ではカヴァを飲み,そ

　れ以外ではアルコールが飲まれていた。そのため,い つも誰かが酔っぱらっているとい う情

　景が村落では出現 していた。アルコール類は,現 金を出せぽす ぐに飲むことが出来た。 しか

　 しカヴァは,畑 から切 り出してきた根を洗って,切 って,バ シシで潰 してという作業に労力

　 と時間がかか り,畑 から切 り出して くる時間も含めると,飲 むまでに数時間を必要 とした。

　カヴァは日常的な飲み物 としては,あ まりにも労力と時間がかか りすぎたのである。独立後

　は,ア ルコール類は村落から消えた。カヴァは,以 前 と同様に,儀 礼や共同作業の後の宴の

　場合には飲まれたが,ア ルコールが消えた分だけ人々はあまり 「飲まなく」なった。一方,

　都市部ではカヴァ・,:._が 出現 したのである。もしヴァヌアツが独立 してもアルコールの価

　格が暴騰 しなかったならば,こ れほどまでにカヴァ・バーが普及することはなかったと思わ

　れる。その意味では,「 独立」よりも 「価格」がカヴァ'バ ーの普及にとっては重要な要素

　だったのかも知れない。

3)バ バコーンは,ヴ ァヌアツの都市化に関する論文の中で,太 平洋における都市部の定義の

　難 しさに触れている。規模が小さいというのがその難 しさの原因だが,彼 は,ウ ォルシュの

　定義をひいて次のように述べている,つ ま り,「都市部の最 も一般 的な定義は,rと ぎれのな

　い居住地で,そ れは他の居住地よ りかなり大 きく,そ こにいる人 々のうちのかな りの割合が

　農業に従事していないとい うことである』」(Haberkorn　 1989:71)。・・バ コーソは,も ちろん,

　 ルガソヴィルを都市部として捉えている。

4)ア メリカ軍が引 き揚げるときに大きな問題が一つあった。それは,戦 争のための膨大な装

　備をどう処理するかという問題であった。アメリカ本土に持ち帰ると,輸 送費が莫大なもの

　になるだけではなく,戦 後のアメ リカ経済の振興を鈍らせるという判断から,そ れらをヴァ

　 ヌアツ在住のプランター達に売却しようとしたが,話 し合いが うまくいかず,結 局,そ れら
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　 膨大な戦争の装備は,ル ガソヴィル東方にある岬から,海 に投棄されてしまった。その岬は,

　 今日,ミ リオソ・ダラー岬 と呼ばれている(Harcombe　 and　O'Byrne　 1995:231)。

5)ル ガンヴィル在住の日本人に聞いたところ,夫 婦2人 の生活で普通に暮らしていて電気代

　 は,月15,000ヴ ァツ位するとい う。また,水 道料金は,風 呂をシャワーだけにしていて3ヶ

　 月で5,000ヴ ァツ程度だという。

6)　 1999年 に国勢調査が実施され,人 口統計などは公表されているが,都 市部における出身島

　 に関する調査結果は2001年 現在においても公表されていない。従って,こ こでは1989年 に実

　 施された国勢調査の調査結果を用いている。

7)こ の計算では,光 熱費,補 修費,整 備費などの他の経費は算定されていない。1995年 のイ

　 ンフォー'7ル セ クター調査によると,ル ガンヴィルのカヴァ・バー経営で必要なこうした費

　 用は,年 間1,149,120ヴ ァツ(16軒 の カヴァ・バー総額)と 算定されている。これを参考にす

　 れば,(年300日 営業するとして)1目 約240ヴ ァツとい うことになる。 この点は表6に つい

　 てもいえるが,こ ちらは規模が大きい分,必 要経費も増えるであろ うことは容易に想像がつ

　 く。ちなみに,こ のときの調査によると1995年 のルガソヴィルのカヴァ・パーの利益平均は

　 年間約72万 ヴ ァツ,(年300日 営 業 したとして)1日 に換算す ると約a,aooヴ ァツである

　 (Republic　of　Vanuatu　 1995:Table　 41)。なお,ヴ ァヌアツのGDPに 占めるカヴァ ・・ミー産

　 業の位置は算定されておらず不明であるが,1999年 の全輸出額の13%(第3位)を カヴァが

　 占めているという事実は,ヴ ァヌアツ経済におけるカヴァの重要性を示 しているであろう

　 (Republic　of　Vanuatu　 2000)0

8)北 部 ラガには,タ リ(Tari),モ リ(Molr),リ ヴシ{L　ivusi),フ ィラ(Vira)と い う4つ の階梯

　 が存在 し,決 められた価値の豚を決められた数だけ殺 しa豚 を支払って様々なエンブレムを

　 購入することで,上 位の階梯へ上っていくことが出来る。最上階梯に到達 した者がラタヒギ

　 と呼ぼれるが,こ れが ビスラマでチーフということになる(吉 岡isss)。

9)例 えぽ ラフシヴァトゥには,20家 族が居住 しており,そ の内訳は,夫 婦 とも北部 ラガ出身

　 の家族が8,妻 だけが北部ラガ出身である世帯が2,独 身の北部ラガ出身の男性が1,そ の

　 他,マ レクラ,エ ビ,パ ーマ,ア ンプリュム,ア ンバエ,バ ンクスなどの出身の人々が集まっ

　 ている。男性の職業 としては,市 役所職員3,会 社員4,店 員1,ド ライバー1,警 官1,

　 ホテルのバーテン1,ト ラックをもっている輸送業1,大 工2な どである。男性で無職の者

　 も数名いるが,彼 らは臨時雇いで生計を立てている。ある北部 ラガ出身者の家族の場合は,

　 かつて定職についていた夫が仕事をやめてか らは,こ の夫は借金の取 り立て業や大工仕事な

　 どの臨時雇いで食いつなぎ,最 近は,娘 が商店で,妻 がプランテーショソでカヴァ栽培の労

　 働者 として働 くことで何とか自立している。

10)カ ス トムとい う概念は,「 かつて」の生活がその核にイメージされているといえる。そし

　 て,そ のイメージの延長線上にあるものはカス トムとして把握 され,そ うではないものがス

　 クールとしてカストムから排除される。様 々な文化要素を,こ れはカス トムかそうではない

　 のか,と いう質問形式で聞いていけぽ,そ れぞれの要素は区分けされていく。しかし,カ ス

　　トム概念で重要なのは,こ うした個/3の 要素ではないのである。例えば,北 部ラガのボロロ

　 リ(bolodok)と 呼ばれる儀礼は,位 階階梯制を具現する儀礼であ り,そ の中で豚を殺 しエン

　 ブレムを購入することにより階梯を上ることが出来るという性質をもつ儀礼であるが,人 々

　 はこれを明確にカス トムとして認識 している。しかし,現 在の儀礼の執行者達は,か つての

　 ような生活をしているわけではない。マッチで火をおこし,鉄 の鍋で料理 し,鉄 の斧で木を

　 切 り,ト ラックに乗って現金収入源のコブラやカヴァの木を運び,村 のス トアーで買い物を

　 するクリスチャンである。ボロロリ儀礼においても,サ ソダル履 きでダンスを した りrテ ィー

　 シャツにズボソを履いて儀礼場を行き来した りする。 これら個々の要素を,カ ス トムかそう

　 ではないのか,と 聞けぽ,明 確にカス トムではないと答える。 しかし,ボ 戸ロリ儀礼は全体

　 としてカス トムなのである。人hも 現在の儀礼を見て 「かつてはこうしたことはしなかった」

　 とい う解説は行 う。「かつて」 と全 く同様の 「現在」があるわけではないことは,人 々も十

　 分承知 している。そ うしたことを承知した上で,全 体の枠組みや手順,様 式などが昔から続

　 いているとされる儀礼のイメージの延長線上にあれぽ,そ れはカス トムとなるのである。

11)正 確にいえば,シ ρソ ・ファヌアがカス トムに該当し,ア レガン ・ファヌアはビスラマで

　 いうファッシソ(fasin)に 該当する。

12〕 北部 ラガ社会は,規 定婚の体系をもっている。従って}決 まったカテゴリーに属する者同

　 士が結婚するという仕組みが,現 在も見いだせる。
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13)カ ヴァ ・バーでのカヴァの飲用がカス トムとされる場合もある。筆者はカヴァのプラン

　 テーションで働 く北部ラガ出身者の夫妻を訪ねた とき,石 蒸 し料理を作って歓待 してくれた

　 が,そ こにはカヴァを作る道具がないから,と いうことで石蒸 し料理を分配 してもらってか

　 ら,シ ャピ地区まで トラックで出て,そ こでこの男性にカヴァをおごってもらった。これは

　 カス トムなのである。つまり,こ の男性がホス トで筆者がゲス トであ り,我 々2人 ともカヴァ

　　・バーのゲス トであるということはここでは考慮の外に置かれている。そ して,ホ ス トが現

　 金を出してカヴァをゲス トに提供するとい うパターソだけが問題となる。あるカヴァ・バー

　 の経営者の自宅でゲス トとして食事に招かれたとき,彼 のカヴァ・バーでカヴァを飲んでか

　 ら石蒸 し料理を食べたが,彼 は 「カス トムだから」といって,そ の日はカヴァの代金を受け

　 取るのを拒否したのである。

14)　 ヴ ァヌアツではピジンのことを公式にはピスラマと呼んでいる。これは,フ ランス語で ピ

　 ジソのことをビシュラメールと呼んでいたことに由来する。 しか し会話の中では,ビ スラマ

　 と同 じくピジソという言葉 もしば しぼ用いられる。
15)言 語学者が想定するように,ピ ジソはクレオー一ルに至る過渡期の形態と捉えることは可能

　 かも知れない(cf.ビ ッカー トソ1985)。 つ まり,や がて時間が経過すれぽ,そ してメラネ

　 シア ・ピジソを母語とする都市住民が増加すればするほど,ピ ジソ文化はクレオール文化に

　 ならざるを得ないのかも知れない。 しか しここで注 目したいのは,少 なくともメラネシアで

　 は,現 在まで,ク レオール文化に至らないような仕組みを配備しながらピジン文化を形成L

　 てきているということなのである。
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